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は
じ
め
に
江
戸
幕
府
は
天
保
の
改
革
の
失
敗
で
、
伝
統
的
な
貨
幣
政
策
で
あ
る
貨
幣
改
鋳
益
金
（
出
目
）
の
獲
得
路
線
の
踏
襲
が
確
定
し
た
。
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
初
年
期
は
異
国
船
来
航
や
一
連
の
安
政
の
大
地
震
な
ど
政
治
的
に
関
連
す
る
事
件
も
多
い
時
期
で
、
幕
府
は
慢
性
的
な
財
政
難
の
中
で
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
。
そ
の
た
め
、
貨
幣
改
鋳
で
一
時
の
財
政
支
出
は
凌
い
で
も
、
新
旧
金
銀
貨
引
き
替
え
で
の
旧
金
銀
貨
の
回
収
は
困
難
を
極
め
て
お
り
、
財
政
事
情
か
ら
も
旧
金
銀
貨
持
主
へ
の
増
歩
も
高
く
は
設
定
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
で
幕
府
は
、
国
際
的
な
金
銀
比
価
問
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
中
、
国
内
の
古
金
銀
に
含
ま
れ
る
金
銀
価
格
を
適
正
に
評
価
し
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
の
幣
制
を
図
録
日
本
の
貨
幣
で
は
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
（
）
。
弘
化
期
は
幕
府
が
旧
貨
回
収
用
と
し
て
天
保
金
・
天
保
銀
等
を
鋳
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
幕
府
は
年
々
回
収
期
限
を
一
年
毎
延
長
し
て
回
収
を
督
促
し
た
。
銭
貨
で
は
天
保
通
宝
百
文
銭
の
よ
う
な
高
額
銭
貨
以
外
の
銅
銭
鋳
造
を
禁
じ
小
額
銭
貨
は
鉄
銭
へ
変
更
し
て
い
っ
た
。
嘉
永
期
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
、
同
年
一
一
月
よ
り
安
政
へ
改
元
）
正
月
に
嘉
永
一
朱
銀
（
安
政
一
朱
銀
と
も
呼
ぶ
）
鋳
造
、
閏
七
月
に
天
保
五
両
判
通
用
停
止
が
あ
っ
た
。
安
政
期
は
安
政
二
年
一
一
月
の
古
金
銀
へ
の
増
歩
、
同
三
年
六
月
の
安
政
二
分
判
鋳
造
が
あ
り
、
改
鋳
に
関
し
て
鎖
国
体
制
下
と
安
政
開
港
へ
の
過
渡
期
的
様
相
を
位
置
づ
け
た
。
他
の
増
歩
で
は
安
政
五
年
に
慶
長
銀
・
元
禄
銀
・
宝
永
銀
・
永
字
銀
・
三
宝
銀
・
四
宝
安
政
初
年
期
の
改
鋳
と
引
き
替
え
嘉
永
一
朱
銀
・
安
政
二
分
判
の
再
考
須
賀
博
樹
銀
・
享
保
銀
と
い
う
古
銀
類
へ
も
増
歩
が
な
さ
れ
た
が
（
）
、
注
意
を
要
す
る
の
は
通
用
銀
の
増
歩
の
際
に
は
引
き
替
え
後
の
額
を
代
り
銀
代
銀
と
表
現
す
る
が
、
こ
の
触
書
に
あ
る
代
通
用
銀
と
は
割
増
額
で
交
付
銀
額
は
こ
れ
に
各
一
貫
を
加
え
た
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
と
指
摘
す
る
（
）
。
田
谷
博
吉
は
嘉
永
一
朱
銀
・
安
政
二
分
判
を
、
も
と
よ
り
安
政
の
貨
幣
改
鋳
と
い
い
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
水
野
忠
邦
の
上
知
令
失
敗
以
降
の
幕
府
財
政
の
た
め
、
金
銀
改
鋳
の
悪
策
な
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
猶
も
襲
用
し
た
と
述
べ
る
が
（
）
、
改
鋳
原
資
の
調
達
と
増
歩
の
問
題
へ
の
言
及
は
な
い
。
小
葉
田
淳
は
嘉
永
六
年
末
よ
り
安
政
年
間
に
か
け
て
鋳
造
の
嘉
永
一
朱
銀
、
安
政
二
分
判
、
安
政
金
銀
、
安
政
一
分
銀
が
、
前
代
の
同
種
の
貨
幣
に
比
し
て
何
れ
も
実
質
価
値
を
落
と
し
て
お
り
、
文
政
よ
り
天
保
へ
か
け
て
の
方
向
の
推
進
に
他
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
嘉
永
一
朱
銀
、
安
政
二
分
判
に
は
こ
の
傾
向
が
含
ま
れ
よ
う
が
、
安
政
金
銀
、
安
政
一
分
銀
は
日
本
金
銀
比
価
の
国
際
水
準
へ
の
引
き
上
げ
目
的
の
た
め
文
政
よ
り
天
保
で
の
方
向
の
推
進
と
は
異
な
る
（
）
。
作
道
洋
太
郎
は
、
嘉
永
一
朱
銀
は
量
目
・
五
匁
で
、
先
の
文
政
南
鐐
一
朱
銀
が
一
両
で
一
一
匁
余
の
銀
を
含
有
す
る
の
に
対
し
て
、
嘉
永
一
朱
銀
は
七
・
八
匁
に
す
ぎ
ず
、
近
世
の
中
で
銀
貨
一
両
中
の
含
有
銀
量
の
最
も
少
な
い
貨
幣
と
述
べ
て
い
る
（
）
。
幕
府
財
政
と
貨
幣
改
鋳
益
金
の
関
係
か
ら
、
飯
島
千
秋
は
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
初
年
期
を
意
味
づ
け
た
。
弘
化
四
年
安
政
三
年
（
一
八
四
七
一
八
五
六
）
で
改
鋳
益
金
の
金
額
が
最
も
大
き
い
の
は
安
政
元
年
の
六
五
万
四
七
両
余
、
貨
幣
吹
立
・
吹
直
益
金
の
歳
入
へ
の
貢
献
具
合
も
弘
化
元
年
が
八
三
万
七
四
両
余
（
小
判
・
一
分
判
・
二
分
判
・
二
朱
金
吹
立
一
三
万
両
、
一
分
銀
・
一
朱
銀
吹
立
七
万
両
、
通
用
銀
吹
直
六
六
六
七
両
、
五
両
判
吹
立
八
両
）
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
）
。
本
稿
で
は
引
替
所
附
両
替
商
と
い
う
語
を
用
い
る
が
、
史
料
の
語
引
替
所
で
は
金
・
銀
座
も
含
ま
れ
る
た
め
、
引
き
替
え
を
担
う
両
替
商
に
限
定
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
大
坂
で
は
御
為
替
三
井
組
・
御
為
替
十
人
組
（
以
上
で
両
組
引
替
）
と
銅
山
御
用
達
の
住
友
家
に
よ
る
三
手
引
替
、
十
五
軒
組
合
（
鴻
池
善
右
衛
門
の
外
に
一
四
人
か
一
三
人
で
、
大
名
貸
金
融
も
展
開
）
が
引
き
替
え
を
担
っ
た
。
京
都
で
は
両
組
引
替
が
引
き
替
え
を
担
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
目
的
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
幕
府
の
貨
幣
政
策
の
一
環
と
し
て
設
定
さ
れ
た
増
歩
を
中
心
に
据
え
、
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
初
年
期
に
お
い
て
引
替
所
附
両
替
商
に
よ
る
大
坂
・
京
都
で
の
引
き
替
え
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
弘
化
元
年
段
階
で
の
増
歩
と
安
政
二
年
の
増
歩
を
比
較
し
、
ど
の
新
金
銀
貨
が
引
替
元
に
な
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
増
歩
高
に
含
ま
れ
る
金
銀
量
に
も
注
目
し
、
引
き
替
え
へ
表
れ
た
効
果
を
検
証
す
る
。
つ
ま
り
、
嘉
永
一
朱
銀
・
安
政
二
分
判
が
持
つ
引
き
替
え
で
の
役
割
を
描
き
出
し
、
安
政
初
年
期
の
改
鋳
と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
に
あ
る
。
文
政
・
天
保
の
改
鋳
の
引
替
過
程
新
貨
の
受
取
り
そ
の
引
き
替
え
（
拡
散
・
流
布
）
旧
貨
の
回
収
そ
の
包
改
め
上
納
幕
府
か
ら
の
手
当
銀
の
交
付
（
）
の
流
れ
で
あ
る
。
表
と
表
・
に
あ
る
引
替
人
へ
渡
さ
れ
た
増
歩
は
、
引
替
所
附
両
替
商
が
引
替
過
程
で
立
て
替
え
、
引
替
過
程
で
渡
さ
れ
、
元
文
金
一
朱
金
と
秤
量
・
計
数
銀
貨
で
適
用
さ
れ
た
。
慶
長
金
享
保
金
は
引
替
所
附
両
替
商
の
手
金
で
引
替
元
金
・
増
歩
を
立
て
替
え
安政初年期の改鋳と引き替え
て
引
き
替
え
、
引
替
過
程
で
立
て
替
え
た
引
替
元
金
・
増
歩
が
渡
さ
れ
た
。
ま
た
、
表
・
は
引
替
過
程
の
部
分
を
示
し
て
い
る
。
各
引
替
所
附
両
替
商
の
引
き
替
え
は
表
と
表
・
で
示
し
た
が
、
本
稿
で
の
問
題
点
も
指
摘
し
て
お
く
。
三
井
組
は
大
坂
・
京
都
で
の
引
替
高
の
内
訳
は
ほ
ぼ
全
貌
が
判
明
す
る
が
、
江
戸
書
状
控
京
都
書
状
控
の
欠
け
る
部
分
で
は
不
明
箇
所
も
あ
る
。
十
人
組
は
大
坂
で
の
引
替
分
に
関
し
三
井
組
が
引
替
過
程
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
内
訳
ま
で
判
明
す
る
。
十
人
組
自
身
が
引
替
過
程
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
江
戸
書
状
控
に
差
し
立
て
の
事
実
と
十
人
組
の
内
訳
不
明
の
古
金
銀
額
だ
け
確
認
で
き
る
。
住
友
家
と
十
五
軒
組
合
も
、
引
替
過
程
が
三
井
組
担
当
な
ら
ば
引
替
高
の
内
訳
は
判
明
す
る
が
、
十
人
組
担
当
な
ら
ば
差
し
立
て
の
事
実
と
内
訳
不
明
の
古
金
銀
額
だ
け
し
か
判
明
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
増
歩
・
手
金
の
額
と
そ
の
合
計
額
に
は
不
明
な
箇
所
が
出
る
（
不
明
が
あ
る
場
合
？
を
付
け
る
）。
用
語
に
関
し
て
貨
幣
別
称
は
表
・
・
・
で
も
示
し
た
が
、
引
替
状
況
で
は
文
銀
と
表
さ
れ
元
文
銀
・
文
政
銀
の
区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
一
天
保
の
改
鋳
の
余
燼
と
引
き
替
え
弘
化
元
年
段
階
で
の
増
歩
弘
化
元
年
（
天
保
一
五
年
、
一
八
四
四
）
段
階
で
、
幕
府
は
旧
金
銀
貨
の
持
主
に
対
し
て
引
替
誘
因
に
当
た
る
増
歩
を
ど
の
程
度
与
え
て
い
た
か
、
天
保
の
改
鋳
段
階
の
史
料
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
金
貨
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
九
月
の
触
書
に
は
文
政
金
・
文
政
真
文
二
分
判
・
文
政
草
文
二
分
判
の
増
歩
が
行
わ
れ
た
。
文
政
度
吹
直
被
仰
付
候
小
判
、
壱
分
判
并
真
字
・
草
字
二
歩
判
共
、
向
後
為
引
替
差
出
候
得
者
、
道
法
之
遠
近
ニ
不
拘
、
百
両
ニ
付
壱
両
充
、
為
御
手
当
持
主
江
被
下
候
、（
中
略
）
真
字
二
歩
判
之
儀
者
、
追
々
引
替
相
済
世
上
残
少
ニ
ハ
相
成
候
得
共
、
通
用
停
止
之
品
ニ
付
猶
更
精
出
引
替
可
申
（
）
文
政
小
判
・
文
政
一
分
判
と
文
政
真
文
二
分
判
・
文
政
草
文
二
分
判
は
一
両
に
つ
き
一
両
の
増
歩
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
文
政
真
文
二
分
判
の
引
替
強
化
も
謳
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
保
一
一
年
四
月
一
四
日
の
触
書
に
は
、
元
文
金
が
引
き
替
え
に
差
し
出
さ
れ
た
際
、
増
歩
分
に
つ
い
て
持
主
と
引
替
所
附
両
替
商
へ
の
配
分
を
次
の
よ
う
に
決
め
た
。
古
文
字
金
引
替
差
出
候
節
、
右
金
百
両
ニ
付
拾
両
宛
其
持
主
へ
被
下
候
内
、
引
替
所
へ
諸
入
用
相
渡
候
向
も
有
之
候
処
、
以
来
引
替
所
へ
者
別
段
引
替
諸
入
用
被
下
候
間
、
右
金
為
引
替
差
出
候
持
主
へ
者
御
触
面
之
通
百
両
ニ
付
拾
両
宛
相
渡
候
筈
、
引
替
所
へ
申
渡
候
（
）
天
保
八
年
七
月
の
触
書
で
は
古
金
百
両
ニ
付
拾
両
宛
、
為
御
手
当
被
下
候
間
（
）
と
あ
り
古
金
一
両
に
つ
き
一
両
の
増
歩
だ
っ
た
。
史
料
で
は
元
文
金
一
両
に
つ
き
一
両
の
増
歩
を
与
え
た
が
、
こ
の
増
歩
分
に
は
引
替
所
附
両
替
商
へ
の
引
替
諸
入
用
分
も
含
ま
れ
て
い
た
。
以
後
、
引
替
所
附
両
替
商
へ
は
引
替
諸
入
用
を
別
段
に
交
付
す
る
た
め
、
増
歩
分
一
両
は
持
主
へ
そ
の
ま
ま
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
天
保
一
一
年
一
一
月
二
三
日
の
触
書
で
は
元
文
金
以
前
の
古
金
類
も
増
歩
が
行
わ
れ
、
慶
長
金
・
正
徳
金
を
含
む
享
保
金
は
一
両
に
つ
き
九
両
の
増
歩
、
元
之
字
で
あ
る
元
禄
金
は
一
両
に
つ
き
三
両
の
増
歩
を
与
え
た
が
、
乾
之
字
で
あ
る
宝
永
乾
字
金
は
増
歩
対
象
外
と
し
た
（
）
。
こ
こ
で
の
問
題
と
し
て
、
慶
長
金
・
正
徳
金
・
享
保
金
の
三
種
は
、
互
い
に
近
い
金
品
位
と
量
目
だ
が
、
こ
の
増
歩
で
は
三
種
間
の
若
干
の
金
品
位
差
は
無
視
さ
れ
同
一
視
さ
れ
た
。
宝
永
乾
字
金
の
等
価
で
の
引
き
替
え
で
は
、
慶
長
金
・
享
保
金
に
品
位
ま
た
は
量
目
に
つ
い
て
劣
る
た
め
、
引
替
値
段
も
格
下
げ
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
幕
府
自
ら
極
印
で
通
用
と
い
う
原
則
を
否
定
し
た
こ
と
に
な
り
、
品
位
・
量
目
差
を
是
認
し
た
こ
と
に
な
る
（
）
。
則
ち
、
こ
れ
は
幕
末
に
か
け
て
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
が
、
貨
幣
流
通
段
階
で
は
幕
府
の
極
印
に
基
づ
く
名
目
貨
幣
だ
が
、
貨
幣
改
鋳
段
階
に
な
る
と
旧
貨
幣
の
金
銀
含
有
量
と
新
貨
幣
の
増
歩
額
の
関
係
が
焦
点
に
な
る
金
属
貨
幣
へ
転
換
す
る
例
に
な
ろ
う
。
表
は
金
貨
の
増
歩
と
引
替
元
に
含
む
金
量
を
示
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
文
政
金
・
文
政
真
文
二
分
判
・
文
政
草
文
二
分
判
は
一
一
両
の
増
歩
で
、
文
政
金
・
文
政
真
文
二
分
判
と
文
政
草
文
二
分
判
と
の
間
の
金
量
差
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
増
歩
額
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
持
主
が
金
属
貨
幣
の
観
点
に
立
ち
返
っ
た
と
き
に
、
金
量
差
で
不
公
平
感
が
出
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
に
、
文
政
草
文
二
分
判
は
天
保
小
判
で
引
き
替
え
る
と
、
幕
府
は
一
匁
未
満
だ
が
出
目
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
た
め
、
天
保
二
朱
金
で
の
引
き
替
え
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
は
、
天
保
小
判
と
文
政
草
文
二
分
判
が
金
貨
と
し
て
の
性
格
は
似
通
い
、
天
保
二
朱
金
は
あ
た
か
も
天
保
小
判
を
引
き
替
え
て
い
た
状
況
に
も
似
る
。
天
保
二
朱
金
の
鋳
造
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）、
天
保
小
判
の
鋳
造
は
同
八
年
で
あ
る
。
増
歩
対
象
外
の
文
政
一
朱
金
は
、
天
保
二
朱
金
で
引
き
替
え
て
も
幕
府
は
出
目
が
マ
イ
ナ
ス
な
た
め
消
極
的
だ
っ
た
ろ
う
が
、
文
政
一
朱
金
の
持
主
は
通
用
価
値
の
観
点
で
幕
府
が
引
き
替
え
て
く
れ
る
こ
と
に
魅
力
は
あ
り
、
引
き
替
え
に
出
て
い
る
様
子
は
窺
え
る
。
銀
貨
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
一
二
月
一
二
日
の
触
書
に
は
、
元
文
銀
と
南
鐐
二
朱
銀
・
文
政
銀
と
文
政
南
鐐
二
朱
銀
の
増
歩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
是
迄
古
文
字
銀
・
古
二
朱
銀
引
替
ニ
差
出
候
者
、
引
替
所
迄
道
法
相
隔
候
分
ハ
里
数
ニ
応
シ
諸
入
用
被
下
候
処
、
向
後
者
道
法
之
遠
近
ニ
不
拘
、
古
文
字
銀
者
壱
貫
文
目
ニ
付
銀
百
匁
ツ
古
二
朱
銀
者
百
両
ニ
付
金
拾
両
ツ
為
御
手
当
被
下
候
間
、
来
ル
戌
十
月
を
限
り
引
替
可
申
候
一
、
通
用
銀
吹
直
・
壱
歩
銀
吹
立
被
仰
出
、
二
朱
銀
之
儀
者
無
程
通
用
停
止
之
旨
、
先
達
而
被
仰
出
候
ニ
付
而
者
通
用
銀
・
二
朱
銀
共
所
持
之
者
ハ
早
々
差
出
引
替
可
申
候
、
尤
引
替
ニ
差
出
候
持
主
へ
通
用
銀
者
壱
貫
目
ニ
付
銀
拾
匁
ツ
二
朱
銀
ハ
百
両
ニ
付
金
壱
両
ツ
是
亦
為
御
手
当
被
下
候
間
、
出
精
引
替
可
申
候
（
）
元
文
銀
・
南
鐐
二
朱
銀
は
、
そ
れ
ま
で
引
き
替
え
に
来
た
者
に
対
し
て
引
替
所
ま
で
の
道
程
の
里
数
に
応
じ
て
諸
入
用
を
与
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
後
は
引
替
所
ま
で
の
道
程
の
里
数
に
応
じ
た
諸
入
用
を
出
す
こ
と
を
止
め
、
元
文
銀
一
貫
目
に
つ
き
一
匁
の
増
歩
、
南
鐐
二
朱
銀
一
両
に
つ
き
一
両
の
増
歩
を
与
え
る
こ
と
と
し
、
引
替
期
限
を
天
保
九
年
一
月
と
し
た
。
幕
府
は
、
元
文
の
安政初年期の改鋳と引き替え
改
鋳
に
由
来
す
る
秤
量
銀
貨
と
計
数
銀
貨
へ
は
、
そ
の
持
主
に
は
一
％
の
引
替
誘
因
を
与
え
た
。
幕
府
か
ら
す
れ
ば
引
替
所
へ
来
る
引
替
人
の
里
数
と
い
う
個
別
事
情
の
考
慮
を
止
め
、
増
歩
を
定
額
設
定
す
る
こ
と
で
引
替
誘
因
付
与
を
一
律
化
し
た
。
こ
の
措
置
は
引
替
所
ま
で
の
距
離
が
遠
い
者
に
は
不
利
に
働
き
、
少
額
で
は
出
し
に
く
く
な
り
多
額
に
し
て
出
す
傾
向
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保
の
改
鋳
で
、
文
政
銀
が
天
保
銀
へ
吹
き
直
さ
れ
、
他
方
で
天
保
一
分
銀
が
新
鋳
さ
れ
た
た
め
文
政
南
鐐
二
朱
銀
の
近
日
中
の
通
用
停
止
が
予
告
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
文
政
銀
一
貫
目
に
つ
き
一
匁
の
増
歩
、
文
政
南
鐐
二
朱
銀
一
両
に
つ
き
一
両
の
増
歩
を
与
え
て
お
り
、
文
政
の
改
鋳
に
由
来
の
秤
量
銀
貨
と
計
数
銀
貨
の
持
主
に
は
一
％
の
引
替
誘
因
を
与
え
た
。
そ
の
後
、
天
保
一
三
年
八
月
に
当
時
保
字
金
銀
・
壱
分
銀
・
二
朱
金
等
を
以
専
世
上
通
用
ニ
被
成
置
候
、
右
ニ
付
而
者
文
政
度
之
文
字
金
銀
・
草
字
二
分
判
・
二
朱
銀
・
壱
朱
銀
等
、
此
度
不
残
通
用
停
止
被
仰
出
候
（
）
と
触
れ
出
さ
れ
、
文
政
の
改
鋳
で
の
金
銀
貨
全
般
が
通
用
停
止
に
な
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
文
政
南
鐐
一
朱
銀
も
通
用
停
止
に
含
ま
れ
、
増
歩
対
象
外
と
さ
れ
た
。
表
に
は
銀
貨
の
増
歩
と
引
替
元
に
含
む
銀
量
を
示
し
た
。
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
、
一
八
五
四
）
か
ら
は
、
南
鐐
二
朱
銀
・
文
政
南
鐐
二
朱
銀
・
文
政
南
鐐
一
朱
銀
の
引
替
元
に
嘉
永
一
朱
銀
で
も
原
則
引
き
替
え
が
可
能
に
な
り
、
安
政
二
年
に
は
南
鐐
二
朱
銀
の
み
増
歩
が
あ
り
、
そ
の
状
態
が
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
ま
で
継
続
す
る
。
こ
れ
ら
事
情
か
ら
嘉
永
一
朱
銀
を
引
替
元
と
し
た
場
合
の
分
析
は
安
政
二
年
の
増
歩
で
行
う
こ
と
に
す
る
。
天
保
一
五
年
の
引
替
中
断
天
保
の
改
鋳
は
、
天
保
の
改
革
で
一
時
中
断
し
た
。
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
八
月
一
七
日
に
老
中
水
野
忠
邦
が
思
召
有
之
候
ニ
付
、
追
而
御
沙
汰
候
迄
は
天
保
金
銀
の
鋳
造
停
止
を
仰
せ
渡
し
、
八
月
一
八
日
に
は
金
座
と
銀
座
に
対
し
て
金
銀
吹
方
差
止
が
申
し
渡
さ
れ
た
（
）
。
こ
の
鋳
造
停
止
で
懸
案
に
な
っ
た
の
は
、
財
政
貨
幣
で
あ
る
天
保
二
朱
金
と
天
保
一
分
銀
で
あ
る
。
そ
し
て
九
月
に
は
幕
府
内
部
で
も
、
良
貨
改
鋳
へ
の
準
備
と
し
て
金
座
御
金
改
役
後
藤
三
右
衛
門
光
亨
に
改
鋳
調
書
を
出
さ
せ
た
。
そ
の
調
書
で
は
、
全
て
天
保
金
・
文
政
南
鐐
二
朱
銀
・
文
政
銀
へ
改
鋳
し
直
し
た
場
合
の
損
益
計
算
（
凡
そ
金
一
一
五
一
万
両
余
不
足
）、
全
て
元
文
金
・
南
鐐
二
朱
銀
・
元
文
銀
へ
改
鋳
し
直
し
た
場
合
の
損
益
計
算
（
凡
そ
金
一
三
万
両
不
足
）、
完
全
に
元
文
金
銀
の
み
と
い
う
元
文
の
改
鋳
当
時
の
姿
に
改
鋳
し
直
し
た
場
合
（
凡
そ
金
二
九
四
万
五
両
余
不
足
）
の
損
益
計
算
に
な
り
、
何
れ
も
幕
府
財
政
に
膨
大
な
不
足
が
出
る
と
見
込
ま
れ
た
（
）
。
も
は
や
こ
れ
ら
調
書
で
の
改
鋳
は
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
一
月
二
一
日
書
状
に
は
同
月
九
日
に
後
藤
三
右
衛
門
の
後
継
人
事
で
後
藤
吉
五
郎
（
大
判
座
後
藤
四
郎
兵
衛
忰
）
が
金
座
御
金
改
役
に
な
り
、
扶
持
方
二
人
扶
持
と
金
座
年
寄
山
本
格
左
衛
門
の
後
見
が
仰
せ
渡
さ
れ
た
（
）
。
天
保
一
四
年
一
一
月
四
日
に
、
古
金
銀
・
文
政
金
銀
・
二
朱
銀
一
朱
銀
は
通
用
停
止
で
あ
る
た
め
引
替
所
の
設
置
は
同
年
一
月
ま
で
だ
っ
た
が
、
今
以
引
替
残
も
多
分
有
之
の
た
め
翌
年
一
月
ま
で
延
長
さ
れ
た
（
）
。
幕
府
は
天
保
金
銀
を
鋳
造
停
止
に
し
た
が
、
更
に
引
替
停
止
に
ま
で
踏
み
込
み
、
天
保
一
五
年
五
月
二
二
日
書
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
一
、
去
ル
十
日
暁
寅
上
刻
御
本
丸
御
広
敷
長
局
二
ノ
側
出
火
有
之
、
折
節
大
雨
ニ
候
得
共
、
北
風
強
忽
大
火
ニ
相
成
、
御
殿
向
御
表
并
御
玄
関
・
大
御
奥
其
外
長
局
向
不
残
御
炎
上
、
漸
辰
上
刻
致
鎮
火
候
由
、
尤
西
御
丸
并
二
ノ
御
丸
者
御
別
条
無
御
座
候
旨
、
御
場
所
柄
之
御
儀
奉
恐
入
候
、
右
御
炎
上
ニ
付
御
役
所
向
其
外
御
尋
被
遣
候
儀
も
可
有
之
与
思
召
候
之
間
、
此
段
被
仰
聞
候
旨
一
、
右
御
炎
上
ニ
付
、
京
・
大
坂
共
古
金
銀
引
替
方
当
分
相
休
可
申
様
、
当
地
へ
御
通
達
相
成
候
段
、
御
掛
り
様
御
達
御
座
候
由
、
於
当
地
御
役
所
被
仰
渡
可
有
之
与
思
召
候
得
共
、
此
段
為
心
得
被
仰
聞
候
旨
、
則
当
地
御
役
所
も
其
御
地
同
様
被
仰
渡
候
儀
ニ
御
座
候
（
）
五
月
一
日
に
江
戸
城
本
丸
が
炎
上
し
、
そ
れ
に
伴
い
大
坂
・
京
都
の
古
金
銀
引
替
業
務
も
当
分
休
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
と
同
様
、
大
坂
で
も
御
役
所
か
ら
仰
せ
渡
し
が
あ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
手
引
替
で
は
金
方
、
銀
方
・
一
分
銀
方
に
関
す
る
二
つ
の
乍
恐
口
上
を
大
坂
町
奉
行
所
へ
出
し
た
。
乍
恐
口
上
一
、
去
ル
十
七
日
御
召
出
之
上
、
此
度
古
金
引
替
暫
見
合
ニ
而
候
様
被
仰
渡
候
段
奉
畏
候
、
則
引
替
見
合
罷
在
候
、
然
ル
処
当
正
月
八
日
着
仕
候
三
手
引
替
御
元
金
三
万
両
之
内
引
替
相
済
候
分
、
代
り
古
金
壱
万
両
者
当
四
月
廿
六
日
差
立
仕
候
、
残
り
新
金
二
万
両
奉
預
、
右
之
内
五
千
二
百
五
拾
五
両
二
分
三
朱
引
替
相
済
御
座
候
、
且
手
金
を
以
引
替
仕
候
慶
長
等
古
金
類
百
六
拾
八
両
三
分
御
座
候
、
右
引
替
済
并
残
り
御
元
金
共
如
何
可
仕
候
哉
、
此
段
乍
恐
書
附
を
以
御
伺
奉
申
上
候
、
以
上
天
保
十
五
辰
年
五
月
廿
二
日
住
友
甚
兵
衛
名
代
三
上
助
七
十
人
組
名
代
芦
田
源
兵
衛
御
奉
行
様
三
井
組
名
代
石
嶋
保
右
衛
門
（
）
乍
恐
口
上
一
、
去
ル
十
七
日
御
召
出
之
上
、
此
度
古
金
銀
引
替
暫
見
合
候
様
被
仰
渡
候
段
奉
畏
候
、
則
引
替
見
合
罷
在
候
、
然
ル
処
去
卯
十
二
月
廿
八
日
着
仕
候
三
手
引
替
御
元
保
銀
三
百
貫
目
之
内
引
替
相
済
候
分
代
り
古
銀
百
五
拾
貫
目
者
当
四
月
廿
六
日
差
立
仕
候
、
残
り
保
銀
百
五
拾
貫
目
并
当
正
月
四
日
着
仕
候
同
断
壱
分
銀
二
万
五
千
両
之
内
引
替
相
済
候
分
代
り
二
朱
銀
壱
朱
銀
壱
万
五
千
両
者
当
四
月
朔
日
差
立
仕
候
、
残
り
壱
分
銀
壱
万
両
共
奉
預
、
右
之
内
百
二
拾
七
貫
五
百
目
、
九
千
六
百
二
拾
両
二
分
引
替
相
済
御
座
候
、
右
引
替
済
且
残
り
御
元
金
銀
如
何
可
仕
候
哉
、
此
段
乍
恐
書
附
を
以
御
伺
奉
申
上
候
、
以
上天
保
十
五
辰
年
五
月
廿
三
日
住
友
甚
兵
衛
名
代
三
上
助
七
十
人
組
名
代
芦
田
源
兵
衛
御
奉
行
様
三
井
組
名
代
石
嶋
保
右
衛
門
（
）
（
傍
線
部
左
側
付
紙
右
引
替
済
之
分
差
立
可
仕
哉
、
且
残
り
御
元
保
銀
二
拾
二
貫
五
百
目
・
壱
分
銀
三
百
七
拾
九
両
二
分
ハ
如
何
可
仕
候
哉
、
此
段
乍
恐
書
附
を
以
御
伺
奉
申
上
候
、
以
上
住
友
家
の
記
録
は
付
紙
に
従
い
終
る
）
安政初年期の改鋳と引き替え
引
替
停
止
は
五
月
一
七
日
だ
っ
た
。
金
方
に
関
す
る
乍
恐
口
上
は
天
保
一
五
年
正
月
八
日
大
坂
着
の
引
替
元
金
三
万
両
に
つ
い
て
で
、
そ
の
内
、
一
万
両
は
引
替
済
み
で
四
月
二
六
日
に
江
戸
へ
送
り
、
残
二
万
両
を
預
か
っ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
五
二
五
五
両
二
分
三
朱
が
引
替
済
み
、
且
つ
手
金
で
引
替
済
み
の
一
六
八
両
三
分
も
あ
り
、
引
替
済
み
分
と
引
替
元
金
の
扱
い
を
尋
ね
て
い
る
。
銀
方
・
一
分
銀
方
に
関
す
る
乍
恐
口
上
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
天
保
一
四
年
一
二
月
二
八
日
大
坂
着
の
引
替
元
銀
三
貫
目
は
、
一
五
貫
目
は
引
替
済
み
で
天
保
一
五
年
四
月
二
六
日
に
江
戸
へ
送
り
、
残
一
五
貫
目
を
預
か
っ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
一
二
七
貫
五
目
が
引
替
済
み
で
あ
る
。
他
方
、
天
保
一
五
年
正
月
四
日
大
坂
着
の
引
替
元
一
分
銀
二
万
五
両
は
、
一
万
五
両
は
引
替
済
み
で
四
月
一
日
江
戸
へ
送
り
、
残
一
万
両
を
預
っ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
九
六
二
両
二
分
が
引
替
済
み
で
あ
る
。
付
紙
で
は
、
引
替
済
み
分
を
江
戸
へ
送
る
べ
き
な
の
か
、
そ
し
て
引
替
元
の
銀
二
二
貫
五
目
・
一
分
銀
三
七
九
両
二
分
と
少
な
い
た
め
扱
い
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
特
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
三
手
引
替
が
預
か
る
残
り
の
引
替
元
の
扱
い
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
大
坂
町
奉
行
所
の
指
示
を
仰
い
で
い
る
。
ま
た
、
手
金
で
の
引
替
済
み
分
の
扱
い
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
お
り
、
こ
れ
は
三
手
引
替
に
よ
る
引
替
元
金
の
立
て
替
え
問
題
が
直
接
絡
ん
で
い
る
。
五
月
二
四
日
に
三
井
組
大
坂
両
替
店
は
江
戸
両
替
店
へ
も
次
の
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
一
、
御
本
丸
炎
上
ニ
付
古
金
銀
引
替
暫
見
合
候
様
、
於
当
地
も
夫
々
御
掛
り
御
役
所
被
仰
渡
候
、
然
ル
処
三
手
ニ
而
御
元
金
銀
当
時
奉
預
り
候
分
并
手
金
を
以
引
替
仕
候
分
共
左
之
通
当
正
月
八
日
着
高
三
万
両
之
内
壱
万
両
引
替
済
差
立
候
、
残
り
当
時
預
り
一
、
金
二
万
両
内
、
五
千
二
百
五
拾
五
両
二
分
三
朱
引
替
済
引
残
り
御
元
金
壱
万
四
千
七
百
四
拾
四
両
壱
分
壱
朱
当
正
月
四
日
着
高
二
万
五
千
両
之
内
壱
万
五
千
両
引
替
済
差
立
候
、
残
り
当
時
預
り
一
、
壱
分
銀
壱
万
両
内
、
九
千
六
百
二
拾
両
二
分
引
替
済
引
残
り
御
元
壱
分
銀
三
百
七
拾
九
両
二
分
去
卯
十
二
月
廿
八
日
着
高
三
百
貫
目
之
内
百
五
拾
貫
目
引
替
済
差
立
候
、
残
り
当
時
預
り
一
、
銀
百
五
拾
貫
目
内
、
百
二
拾
七
貫
五
百
目
引
替
済
引
残
り
御
元
銀
二
拾
二
貫
五
百
目
手
金
を
以
引
替
候
分
一
、
慶
長
等
古
金
類
百
六
拾
八
両
三
分
右
之
通
三
手
都
合
引
替
済
之
分
差
立
可
仕
哉
、
且
残
り
御
元
之
分
如
何
可
仕
哉
、
御
伺
申
上
候
処
、
江
戸
表
へ
御
掛
合
之
上
追
而
御
沙
汰
可
被
下
段
被
仰
渡
候
間
、
此
段
為
御
心
得
申
入
候
（
）
懸
案
な
の
は
、
三
手
引
替
で
引
替
済
み
の
古
金
銀
は
江
戸
へ
送
っ
て
よ
い
か
否
か
、
引
替
元
の
扱
い
の
判
断
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
江
戸
で
の
幕
府
側
と
の
掛
け
合
い
を
依
頼
し
て
い
る
。
更
に
、
六
月
一
日
の
三
井
組
大
坂
両
替
店
か
ら
江
戸
両
替
店
へ
の
書
状
に
は
銀
座
付
古
銀
類
引
替
元
手
銀
之
義
、
京
店
も
通
達
有
之
候
得
共
、
去
月
十
一
日
夕
被
仰
聞
候
通
、
当
分
引
替
方
相
休
候
様
被
仰
出
候
義
ニ
付
、
別
段
右
元
手
銀
御
渡
方
御
申
立
候
義
相
成
兼
候
（
）
と
あ
り
、
大
坂
両
替
店
が
行
っ
て
い
た
銀
座
付
古
銀
類
引
替
も
、
引
替
方
が
当
分
停
止
し
た
た
め
、
別
段
元
手
銀
は
渡
せ
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
灰
吹
銀
の
買
い
取
り
や
不
良
銀
貨
を
集
め
る
と
い
う
、
金
属
貨
幣
安
定
維
持
の
た
め
必
要
最
低
限
度
の
引
き
替
え
ま
で
も
停
止
し
た
こ
と
に
な
る
。
二
弘
化
・
嘉
永
期
の
引
替
停
滞
引
替
再
開
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
五
月
の
江
戸
城
本
丸
炎
上
以
来
、
全
て
引
替
停
止
に
な
っ
た
が
、
八
月
八
日
書
状
に
は
七
月
二
五
日
に
江
戸
で
三
井
組
名
代
が
銀
座
御
掛
り
よ
り
呼
び
出
さ
れ
、
そ
の
時
の
書
附
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
御
本
丸
炎
上
ニ
付
停
止
金
銀
引
替
当
分
見
合
相
成
候
処
、
右
ニ
付
而
者
古
銀
類
・
銀
具
類
御
買
上
等
之
儀
茂
、
先
見
合
候
積
相
達
置
候
処
、
右
御
買
上
方
以
前
之
通
取
斗
候
様
可
致
候
、
尤
停
止
金
銀
引
替
方
之
儀
者
追
而
御
沙
汰
有
之
候
迄
見
合
候
積
可
相
心
得
候
七
月
右
之
通
被
仰
渡
候
由
、
尤
右
ニ
付
而
者
京
・
大
坂
銀
座
へ
持
寄
候
古
銀
類
引
替
方
之
儀
、
以
前
之
通
取
斗
可
申
旨
被
仰
渡
候
条
、
此
段
相
心
得
可
申
旨
（
）
江
戸
城
本
丸
の
炎
上
で
新
旧
貨
幣
引
き
替
え
は
停
止
し
、
銀
座
管
轄
下
の
古
銀
類
・
銀
具
類
の
買
い
上
げ
も
停
止
し
た
。
新
旧
貨
幣
引
き
替
え
は
停
止
し
た
ま
ま
だ
が
、
先
行
し
て
古
銀
類
・
銀
具
類
の
買
い
上
げ
は
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
京
都
・
大
坂
銀
座
へ
持
参
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
古
銀
類
は
、
以
前
の
通
り
三
井
組
で
も
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
八
月
一
八
日
書
状
に
は
早
速
、
三
井
組
大
坂
両
替
店
は
古
銀
類
三
六
貫
二
二
九
匁
余
・
南
鐐
類
一
九
両
三
分
二
朱
を
五
箱
に
詰
め
て
江
戸
屋
平
右
衛
門
飛
脚
で
江
戸
へ
送
っ
て
い
る
。
八
月
一
八
日
書
状
に
三
井
組
は
八
月
九
日
に
月
番
水
野
様
御
役
所
（
）
に
呼
び
出
さ
れ
、
三
手
引
替
が
預
か
る
引
替
元
金
銀
の
扱
い
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
先
達
引
替
金
銀
之
儀
、
伺
書
差
出
置
候
分
、
此
節
従
江
戸
表
御
下
知
有
之
候
ハ
、
追
而
引
替
被
仰
出
候
迄
其
侭
可
差
置
、
併
手
元
ニ
預
り
置
候
儀
迷
惑
ニ
存
候
ハ
大
坂
御
金
蔵
へ
可
致
仮
納
様
被
仰
越
候
間
、
何
れ
ニ
成
共
可
致
段
被
仰
渡
候
ニ
付
、
三
手
致
相
談
候
処
、
御
金
蔵
へ
致
仮
納
ニ
候
而
ハ
雑
費
も
多
分
可
相
掛
候
間
、
矢
張
是
迄
通
り
手
元
ニ
預
り
置
候
方
可
然
哉
ニ
相
談
決
候
ニ
付
、
則
書
面
を
以
申
上
候
処
、
御
聞
済
相
成
申
候
（
）
新
旧
貨
幣
引
き
替
え
再
開
を
巡
り
伺
書
を
差
し
出
し
た
。
引
替
元
金
銀
は
、
江
戸
よ
り
再
開
の
下
知
が
あ
る
ま
で
そ
の
ま
ま
預
り
置
く
、
又
は
、
手
元
で
の
預
り
置
き
が
迷
惑
な
ら
ば
大
坂
御
金
蔵
へ
仮
納
め
も
可
、
と
い
う
よ
う
に
幕
府
は
ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
よ
い
と
答
え
た
。
三
手
内
で
相
談
し
た
結
果
、
御
金
蔵
へ
の
仮
納
め
で
は
雑
費
が
多
く
か
か
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
預
り
置
く
こ
と
で
決
定
し
て
い
る
。
幕
府
は
未
だ
新
旧
貨
幣
引
き
替
え
の
再
開
の
正
確
な
目
途
が
立
っ
て
い
な
安政初年期の改鋳と引き替え
い
こ
と
も
あ
り
、
大
坂
御
金
蔵
へ
の
仮
納
案
を
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
十
五
軒
組
合
で
も
月
番
鴻
池
屋
善
五
郎
が
大
坂
町
奉
行
所
へ
天
保
一
五
年
八
月
二
五
日
に
乍
恐
口
上
を
出
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
元
文
金
二
両
・
文
政
金
九
一
両
・
一
朱
金
一
五
両
、
南
鐐
二
朱
銀
二
五
両
・
文
政
南
鐐
二
朱
銀
一
六
五
両
・
文
政
南
鐐
一
朱
銀
一
四
両
、
元
文
銀
九
貫
目
・
文
政
銀
一
五
六
貫
目
が
同
年
五
月
の
引
替
停
止
ま
で
の
引
き
替
え
溜
り
分
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
去
五
月
被
為
召
、
暫
御
引
替
御
見
合
之
旨
被
為
仰
付
候
ニ
付
、
市
中
引
替
者
相
見
合
罷
在
候
得
共
、
兼
而
諸
家
様
方
江
申
込
置
候
義
も
有
之
候
ニ
付
、
御
見
合
之
旨
先
方
江
申
運
候
得
共
、
何
分
遠
国
之
義
御
座
候
故
、
往
返
彼
是
懸
違
前
以
申
込
置
候
分
追
々
着
仕
、
前
書
之
通
古
金
銀
高
相
嵩
手
元
差
支
一
統
当
惑
仕
候
間
、
追
而
御
沙
汰
被
為
在
候
迄
一
応
先
方
江
差
戻
し
可
申
哉
ニ
奉
存
候
得
共
、
去
寅
七
月
於
西
御
役
所
捗
取
方
之
義
ニ
付
被
為
仰
付
候
訳
柄
を
以
、
諸
家
様
方
江
申
込
候
義
ニ
付
差
戻
し
候
義
も
難
仕
、
且
者
向
後
御
引
替
捗
取
方
も
相
響
可
申
哉
ニ
奉
存
候
間
、
聊
之
義
ニ
御
座
候
へ
者
銘
々
手
元
金
銀
を
以
引
替
可
申
と
奉
存
候
得
共
、
何
分
大
造
成
金
銀
高
ニ
御
座
候
ニ
付
、
御
見
合
中
奉
恐
入
候
得
共
、
何
卒
格
別
之
思
召
を
以
前
書
奉
申
上
候
分
御
元
金
銀
御
下
ケ
渡
ニ
相
成
候
ハ
難
有
奉
存
候
（
）
五
月
に
市
中
で
引
替
停
止
に
な
っ
た
が
、
十
五
軒
組
合
で
は
諸
家
様
方
へ
依
頼
し
て
お
り
、
諸
家
様
方
分
は
遠
国
と
い
う
事
情
で
、
以
前
の
引
替
申
込
分
の
古
金
銀
が
大
坂
着
に
な
っ
て
い
る
。
故
に
、
引
き
替
え
溜
り
分
が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
十
五
軒
組
合
で
は
こ
れ
ら
古
金
銀
が
嵩
み
、
手
元
が
差
支
え
て
当
惑
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
奉
行
所
か
ら
の
沙
汰
が
あ
る
ま
で
諸
家
様
方
へ
古
金
銀
を
一
時
返
却
し
た
い
が
、
天
保
一
四
年
七
月
に
大
坂
町
奉
行
所
西
御
役
所
か
ら
引
き
替
え
捗
り
方
の
仰
せ
付
け
に
よ
り
古
金
銀
の
一
時
返
却
も
で
き
な
い
。
古
金
銀
額
が
小
さ
い
な
ら
十
五
軒
組
合
銘
々
が
立
て
替
え
て
引
き
替
え
る
が
、
額
も
大
き
い
た
め
引
替
停
止
中
で
あ
っ
て
も
引
替
元
金
銀
の
交
付
を
願
い
出
て
い
る
。
天
保
一
五
年
の
引
替
停
止
中
の
懸
案
は
次
の
通
り
に
な
る
。
三
手
引
替
は
引
替
済
み
分
を
江
戸
へ
送
る
か
否
か
の
判
断
と
、
残
金
銀
高
が
少
な
い
引
替
元
の
取
扱
い
が
問
題
の
中
心
だ
っ
た
。
他
方
、
十
五
軒
組
合
は
引
替
停
止
中
の
古
金
銀
到
着
分
に
対
し
、
特
別
に
引
替
元
金
銀
の
交
付
の
要
求
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
九
月
一
四
日
に
は
江
戸
城
西
の
丸
御
殿
勘
定
所
で
金
・
銀
座
に
対
し
て
申
渡
が
出
さ
れ
た
。
銀
座
の
大
黒
作
右
衛
門
に
対
し
て
は
金
銀
吹
方
当
時
御
見
合
之
処
、
此
節
吹
継
被
仰
付
候
間
、
諸
事
取
締
方
入
念
可
取
斗
候
（
）
と
あ
り
、
天
保
金
銀
の
吹
き
継
ぎ
が
許
可
さ
れ
た
。
三
井
組
で
は
一
月
八
日
書
状
に
新
金
銀
吹
立
方
以
前
之
通
被
仰
出
、
去
月
廿
五
日
吹
分
相
始
り
申
候
由
、
尤
引
替
方
之
儀
者
未
御
沙
汰
無
御
座
候
（
）
と
あ
り
、
九
月
二
五
日
に
天
保
金
銀
鋳
造
の
再
開
を
確
認
し
た
が
、
引
替
再
開
に
つ
い
て
は
未
だ
沙
汰
は
な
か
っ
た
。
一
一
月
一
七
日
書
状
に
よ
れ
ば
、
其
御
地
（
江
戸
）
で
、
真
草
文
字
金
之
分
は
一
一
月
三
日
に
、
銀
方
引
替
之
儀
は
一
一
月
七
日
に
引
替
再
開
に
な
っ
た
。
大
坂
・
京
都
で
同
様
の
達
し
は
出
て
い
な
い
が
、
一
一
月
二
一
日
書
状
に
は
十
人
組
に
よ
り
十
五
軒
組
合
分
の
引
替
元
金
三
万
両
（
小
判
二
万
両
・
壱
分
判
一
万
両
）
が
一
一
月
六
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
。
一
一
月
二
四
日
書
状
に
も
三
井
組
に
よ
り
大
坂
表
引
替
元
彼
地
町
奉
行
所
配
分
方
差
図
有
之
分
の
一
分
銀
三
万
両
が
一
一
月
一
五
日
に
江
戸
を
出
発
し
て
お
り
、
大
坂
で
の
引
替
再
開
は
近
い
状
況
だ
っ
た
（
）
。
幕
府
は
引
替
再
開
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
引
替
所
を
翌
年
一
月
ま
で
延
長
す
る
触
書
も
出
し
た
（
）
。
そ
し
て
、
一
一
月
二
四
日
書
状
に
は
、
同
日
に
三
手
引
替
と
十
五
軒
組
合
月
番
が
水
野
様
御
役
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
当
五
月
中
金
・
銀
・
壱
分
銀
引
替
見
合
候
様
申
渡
置
候
処
、
最
早
是
迄
通
り
引
替
相
始
可
申
候
、
尤
当
時
御
元
手
薄
ニ
候
得
共
、
引
替
相
休
不
申
候
様
致
勘
弁
引
替
可
申
段
被
仰
渡
候
間
、
明
日
引
替
相
始
候
積
り
ニ
御
座
候
、
尤
半
季
余
も
相
休
居
、
且
者
冬
向
旁
捗
取
候
哉
ニ
存
候
間
、
跡
元
手
追
々
御
差
立
御
座
候
様
宜
敷
御
取
斗
可
被
成
候
（
）
引
替
停
止
は
半
季
以
上
に
及
ん
だ
が
、
一
一
月
二
五
日
に
再
開
と
な
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
引
替
元
金
銀
の
残
高
は
少
な
い
状
態
だ
が
、
引
き
替
え
は
休
ま
ず
行
っ
て
貰
い
た
い
と
仰
せ
渡
し
て
い
る
。
冬
に
向
け
て
引
替
高
も
増
え
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
引
替
元
金
銀
も
追
っ
て
送
る
と
し
て
い
る
。
十
五
軒
組
合
で
は
、
先
述
の
八
月
二
五
日
の
乍
恐
口
上
の
願
い
出
が
功
を
奏
し
、
続
け
て
右
相
頼
置
候
処
、
段
々
御
運
ひ
ニ
相
成
十
一
月
末
ニ
元
金
二
万
両
下
ル
、
又
十
二
月
ニ
壱
歩
銀
御
元
御
下
ケ
ニ
相
成
候
事
（
）
と
記
し
て
お
り
、
一
一
月
末
に
引
替
元
金
二
万
両
、
一
二
月
に
は
引
替
元
一
分
銀
が
交
付
さ
れ
、
十
五
軒
組
合
の
懸
案
だ
っ
た
引
替
元
の
不
足
が
解
消
さ
れ
た
。
最
後
に
、
一
一
月
二
七
日
書
状
に
京
都
で
も
一
一
月
二
六
日
に
両
組
引
替
名
代
が
京
都
町
奉
行
所
東
西
御
役
所
の
金
銀
御
掛
り
に
呼
び
出
さ
れ
、
引
替
再
開
が
確
認
さ
れ
た
（
）
。
こ
の
引
替
再
開
は
、
打
開
策
が
見
え
に
く
い
慢
性
的
な
引
替
停
滞
の
幕
開
け
だ
っ
た
。
弘
化
期
弘
化
期
に
関
し
、
大
坂
の
三
手
引
替
と
十
五
軒
組
合
・
京
都
の
両
組
引
替
で
の
引
替
高
は
、
表
に
示
し
た
が
、
減
少
傾
向
で
あ
る
。
金
貨
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
に
合
計
八
万
二
六
両
、
同
二
年
は
合
計
四
万
三
両
、
同
三
年
は
合
計
三
万
六
四
七
五
両
、
同
四
年
は
合
計
二
万
九
両
を
引
き
替
え
た
。
秤
量
銀
貨
は
弘
化
元
年
に
合
計
六
二
貫
目
、
同
二
年
は
合
計
三
一
三
貫
目
、
同
三
年
は
合
計
一
貫
目
、
同
四
年
は
合
計
六
貫
目
を
引
き
替
え
た
。計
数
銀
貨
は
弘
化
元
年
に
合
計
二
一
万
四
三
両
、
同
二
年
は
合
計
三
万
五
両
、
同
三
年
は
合
計
一
万
一
両
、
同
四
年
は
合
計
六
五
両
を
引
き
替
え
た
。
幕
府
は
、
弘
化
二
年
に
も
引
替
所
を
翌
年
一
月
ま
で
延
長
し
て
置
く
触
書
を
出
し
た
直
後
、
一
一
月
一
三
日
に
も
触
書
を
出
し
た
。
古
金
銀
引
替
方
之
儀
、
度
々
御
触
も
有
之
候
得
共
、
い
ま
た
世
上
有
高
多
々
有
之
、
兎
角
富
豪
之
も
の
共
囲
持
、
或
者
遠
国
辺
鄙
等
ニ
而
者
、
今
以
新
古
金
銀
取
交
通
用
致
し
居
候
趣
粗
相
聞
、
停
止
之
品
取
遣
い
た
し
候
儀
不
届
者
勿
論
、
貯
置
無
詮
儀
ニ
而
、
尤
吹
替
被
仰
出
候
上
者
引
替
残
多
有
之
候
而
者
、
世
上
通
財
却
而
減
少
致
し
自
然
諸
物
融
通
ニ
拘
り
候
、（
中
略
）
引
替
人
・
持
主
江
之
御
手
当
并
道
中
諸
入
用
之
儀
者
、
先
達
而
相
達
候
通
心
得
、
引
替
所
手
遠
之
場
所
者
最
寄
御
代
官
江
申
立
、
引
替
候
様
可
被
申
渡
候
（
）
触
書
で
幕
府
は
、
古
金
銀
が
引
き
替
え
に
出
さ
れ
な
い
背
景
を
富
豪
（
富
家
）
安政初年期の改鋳と引き替え
の
者
が
囲
い
持
ち
、
遠
国
で
は
新
古
の
金
銀
貨
が
交
じ
っ
て
通
用
し
て
い
る
状
態
を
指
摘
し
て
い
る
。
幕
府
は
こ
れ
ま
で
も
貯
置
候
者
可
有
之
哉
持
囲
候
余
力
有
之
者
共
と
指
摘
し
て
き
た
が
富
豪
之
も
の
共
囲
持
へ
と
表
現
を
変
え
、
地
方
に
対
し
引
き
替
え
を
強
く
促
し
た
。
こ
の
時
、
幕
府
は
引
替
所
附
両
替
商
に
は
次
の
別
段
演
舌
書
を
出
し
引
き
替
え
へ
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
此
度
申
達
候
古
文
字
金
・
文
政
金
・
二
歩
判
等
引
替
方
之
儀
、
夫
々
領
分
知
行
所
限
取
集
其
金
高
被
申
出
候
節
、
代
り
金
不
残
相
渡
候
而
者
、
自
然
右
集
高
之
内
合
不
宜
金
類
入
交
り
有
之
砌
差
支
候
ニ
付
、
最
初
集
高
被
申
出
候
ハ
差
向
其
金
高
之
七
歩
通
代
り
金
相
渡
候
様
可
致
候
間
、
向
々
ニ
お
ゐ
て
も
右
割
合
を
以
代
り
金
相
渡
被
置
候
而
、
取
集
高
を
不
残
可
被
差
出
候
、
猶
合
等
改
之
上
残
三
歩
通
り
之
代
り
金
ハ
勿
論
、
其
節
惣
高
へ
対
候
手
当
増
金
等
を
添
、
御
触
面
之
通
相
渡
可
申
候
一
、
慶
長
以
来
之
古
金
類
ハ
取
集
被
差
出
候
上
、
其
金
位
ニ
応
、
御
触
面
之
通
代
り
金
相
渡
可
申
候
（
）
元
文
金
・
文
政
金
・
二
分
判
の
引
き
替
え
で
、
領
主
が
集
め
た
古
金
高
が
引
替
所
附
両
替
商
へ
申
し
立
て
ら
れ
た
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
扱
う
。
古
金
の
代
り
金
を
全
て
渡
し
て
は
、
合
の
悪
い
古
金
が
混
じ
る
場
合
幕
府
に
都
合
が
悪
い
た
め
、
代
り
金
は
最
初
そ
の
古
金
高
の
七
割
を
渡
す
。
そ
の
古
金
高
全
て
が
領
主
か
ら
引
替
所
附
両
替
商
へ
渡
さ
れ
、
古
金
の
合
が
改
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
残
り
三
割
分
の
代
り
金
と
そ
の
古
金
高
全
て
に
対
す
る
増
歩
分
等
を
渡
す
。
慶
長
享
保
の
古
金
が
引
き
替
え
に
出
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
金
品
位
に
応
じ
、
規
定
通
り
の
代
り
金
を
渡
す
こ
と
。
幕
府
は
引
替
所
附
両
替
商
に
対
し
、
地
方
で
長
期
間
流
通
し
て
い
た
古
金
の
点
検
に
細
心
の
注
意
を
払
わ
せ
つ
つ
、
領
主
が
集
め
た
古
金
は
二
段
階
に
分
け
て
代
り
金
等
を
渡
す
よ
う
に
さ
せ
た
。
弘
化
三
年
一
月
に
は
大
名
家
等
へ
諸
家
様
へ
之
御
達
書
が
出
さ
れ
た
。
古
文
字
金
・
文
政
金
・
二
分
判
等
引
替
方
之
儀
ニ
付
毎
々
御
触
達
有
之
処
、
今
以
中
国
・
四
国
・
西
国
筋
ニ
て
引
替
残
不
少
、
当
時
も
通
用
金
ニ
差
交
取
遣
致
し
候
場
所
茂
有
之
哉
ニ
候
、
右
者
当
地
引
替
所
へ
差
出
、
代
り
金
請
取
候
儀
ニ
付
、
往
返
前
後
之
間
合
当
用
指
支
候
場
合
自
然
出
進
ミ
拘
候
由
ニ
相
聞
、
無
謂
儀
共
難
申
候
間
、
右
之
分
引
替
方
之
儀
当
地
引
替
所
之
者
共
へ
得
与
申
渡
置
候
ニ
付
而
者
、
夫
々
領
主
・
地
頭
ニ
お
ゐ
て
も
今
一
際
手
厚
ニ
世
話
有
之
古
文
字
金
・
二
分
判
其
外
都
而
通
用
停
止
金
類
所
持
之
者
共
聊
た
り
共
不
貯
置
様
在
町
端
々
迄
も
厳
蜜
ニ
被
取
調
、
所
持
之
も
の
有
之
候
ハ
其
領
主
・
地
頭
所
へ
取
集
右
金
高
早
々
被
申
立
次
第
代
り
金
并
手
当
増
金
共
可
相
渡
候
間
、
領
主
・
地
頭
ニ
而
引
替
遣
候
様
可
被
致
候
、
左
候
ハ
遠
路
不
差
跨
乍
居
弁
利
致
候
儀
ニ
而
、
其
上
追
而
限
月
ニ
相
成
引
替
所
引
払
被
仰
付
、
代
り
金
其
外
手
当
増
金
等
不
被
下
候
形
ニ
到
候
而
も
、
右
以
前
金
高
申
立
置
候
儀
ニ
限
手
当
増
金
等
相
渡
可
建
間
、
右
等
之
次
第
精
々
下
方
へ
申
諭
有
之
、
何
れ
ニ
も
引
替
出
進
候
様
可
被
取
斗
候
、
尤
夫
々
取
調
之
上
引
替
之
有
無
を
も
早
々
月
番
之
奉
行
所
へ
可
被
申
聞
候
（
）
幕
府
は
引
替
期
限
延
長
の
触
書
を
毎
年
出
し
て
い
る
が
、
中
国
・
四
国
・
西
国
で
は
古
金
と
新
金
が
交
じ
っ
て
通
用
し
て
い
る
。
古
金
は
大
坂
の
引
替
所
附
両
替
商
で
引
き
替
え
ら
れ
る
べ
き
だ
が
、
引
き
替
え
に
出
す
往
復
の
間
の
一
時
的
な
金
融
逼
迫
を
考
え
て
引
き
替
え
に
出
し
て
こ
な
い
。
古
金
に
つ
い
て
は
引
替
所
附
両
替
商
へ
も
仰
せ
渡
し
て
お
い
た
の
で
、
領
主
・
地
頭
は
領
内
の
古
金
高
を
厳
密
に
調
べ
て
集
め
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
領
主
・
地
頭
所
へ
古
金
を
集
め
、
そ
の
金
額
を
申
し
立
て
た
な
ら
ば
、
代
り
金
と
増
歩
分
等
を
直
ち
に
交
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
引
き
替
え
に
来
る
側
も
引
き
替
え
の
長
期
化
を
免
れ
る
。
も
し
引
替
期
限
が
過
ぎ
引
替
所
を
引
き
払
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
集
め
た
古
金
高
を
申
し
立
て
た
の
な
ら
ば
、
代
り
金
と
増
歩
分
は
交
付
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
幕
府
は
古
金
銀
が
引
き
替
え
に
出
さ
れ
な
い
背
景
を
、
引
き
替
え
に
出
す
間
に
領
内
で
一
時
的
な
貨
幣
量
減
少
が
金
融
逼
迫
に
つ
な
が
る
恐
れ
に
よ
る
も
の
と
分
析
し
て
お
り
、
こ
の
恐
れ
を
払
拭
す
る
た
め
引
き
替
え
の
迅
速
化
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
年
に
は
引
替
所
附
両
替
商
へ
は
古
金
の
点
検
に
細
心
の
注
意
を
払
わ
せ
、
領
主
が
集
め
た
古
金
に
対
し
二
段
階
に
分
け
て
代
り
金
等
を
渡
す
手
間
の
か
か
る
方
針
を
示
し
て
い
た
。
古
金
銀
を
よ
り
多
く
集
め
る
た
め
に
、
幕
府
は
前
年
の
引
替
所
附
両
替
商
に
示
し
た
引
替
方
針
を
早
く
も
修
正
す
る
形
で
諸
家
様
へ
之
御
達
書
を
出
し
て
い
る
。
他
方
、
引
替
所
を
置
く
旨
も
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
ま
で
（
）
、
毎
年
更
新
す
る
形
で
触
れ
出
さ
れ
た
。
金
貨
弘
化
三
年
三
月
一
四
日
書
状
に
、
江
戸
十
人
組
名
代
が
外
御
用
で
御
金
御
役
所
へ
出
か
け
た
と
き
、
勘
定
方
よ
り
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
た
。
大
坂
三
手
・
十
五
人
共
金
方
引
替
甚
以
不
進
ニ
有
之
、
不
遠
内
当
地
金
座
御
普
請
も
出
来
、
御
吹
立
相
始
候
ニ
付
、
出
進
ミ
不
申
候
時
者
不
都
合
ニ
付
出
精
取
集
候
様
、
御
組
頭
様
厳
重
被
仰
出
候
趣
ヲ
以
、
両
組
江
吃
度
被
仰
渡
、
乍
少
分
三
手
分
ハ
当
春
下
し
方
も
有
之
候
得
共
、
十
五
人
分
ハ
皆
無
下
し
方
も
無
之
両
組
大
坂
御
用
所
拾
五
人
江
吃
度
申
渡
（
）
大
坂
の
三
手
引
替
・
十
五
軒
組
合
の
引
替
状
況
は
不
振
だ
っ
た
。
金
座
で
は
普
請
も
近
日
中
に
終
わ
り
、
吹
き
立
て
も
再
開
す
る
た
め
引
き
替
え
が
進
ま
な
く
て
は
不
都
合
な
た
め
、
厳
重
な
引
替
督
促
が
さ
れ
、
両
組
へ
も
厳
し
く
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
三
手
引
替
は
古
金
四
両
・
十
五
軒
組
合
は
古
金
一
万
両
を
三
月
一
七
日
に
江
戸
へ
送
っ
た
が
、
十
五
軒
組
合
は
同
二
年
六
月
一
日
に
古
金
八
両
を
江
戸
へ
送
っ
て
以
来
の
た
め
、
両
組
は
十
五
軒
組
合
へ
引
替
督
促
を
厳
し
く
仰
せ
渡
す
よ
う
命
令
さ
れ
た
。
京
都
で
も
大
坂
同
様
に
引
替
高
の
減
少
に
悩
ま
さ
れ
、
大
坂
へ
の
依
存
を
始
め
て
い
た
。
三
井
組
だ
け
に
限
れ
ば
、
弘
化
三
年
一
二
月
二
一
日
書
状
に
元
文
小
判
五
両
・
文
政
南
鐐
二
朱
銀
五
両
が
大
坂
の
引
替
溜
り
よ
り
京
都
へ
廻
さ
れ
、
弘
化
四
年
五
月
二
一
日
書
状
に
も
元
文
小
判
二
両
・
元
文
一
分
判
二
両
・
文
政
小
判
三
両
・
文
政
一
分
判
三
両
の
合
計
一
両
が
大
坂
の
引
替
溜
り
よ
り
京
都
へ
廻
さ
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
（
）
。
銀
貨
京
都
で
は
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
一
一
月
一
五
日
に
江
戸
十
人
組
が
差
し
立
て
た
両
組
引
替
元
一
分
銀
三
万
両
が
、
一
二
月
八
日
に
京
都
へ
着
い
た
。
両
組
で
は
一
万
五
両
ず
つ
分
け
引
き
替
え
を
始
め
る
が
、
進
展
し
な
か
っ
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
一
二
月
二
四
日
に
二
朱
銀
一
朱
銀
一
両
を
差
し
立
て
た
と
こ
ろ
で
引
替
元
一
分
銀
の
残
高
が
半
分
に
な
る
が
、
こ
こ
ま
で
約
五
年
要
し
た
。
大
坂
で
は
、
弘
化
二
年
四
月
五
日
に
江
戸
十
人
組
が
差
し
立
て
た
三
手
引
替
元
一
分
銀
三
万
両
が
、
四
月
二
四
日
に
大
坂
に
着
き
、
三
手
引
替
で
一
万
両
安政初年期の改鋳と引き替え
ず
つ
分
け
四
月
二
五
日
よ
り
引
き
替
え
を
始
め
た
。
ま
た
、
同
年
一
月
二
八
日
に
江
戸
十
人
組
が
差
し
立
て
た
十
五
軒
組
合
引
替
元
一
分
銀
三
万
両
が
、
一
一
月
二
五
日
に
大
坂
に
着
い
た
。
引
き
替
え
は
困
難
を
極
め
、
最
後
は
大
坂
・
京
都
共
に
引
替
元
一
分
銀
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
銀
座
へ
返
上
納
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
引
替
元
一
分
銀
は
約
一
七
年
経
て
も
結
局
は
皆
済
に
至
ら
な
か
っ
た
（
）
。
弘
化
二
年
の
初
め
は
ま
だ
二
朱
銀
一
朱
銀
と
銀
方
の
引
替
申
込
は
あ
り
、
二
月
一
一
日
書
状
に
そ
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
手
引
替
で
は
、
こ
の
段
階
で
引
替
元
一
分
銀
は
残
り
少
な
く
な
り
、
銀
方
は
引
替
元
銀
が
既
に
な
い
状
態
だ
が
少
々
宛
之
分
者
手
元
ニ
而
繰
合
せ
て
引
き
替
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
江
戸
に
対
し
て
、
引
替
元
を
送
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
且
右
之
外
ニ
文
銀
百
五
拾
貫
目
程
引
替
申
込
有
之
、
則
預
り
置
御
座
候
ニ
付
、
右
高
別
段
ニ
御
差
立
相
成
候
と
あ
り
、
通
常
の
引
替
元
の
他
に
、
引
替
申
込
で
預
か
っ
て
い
る
文
銀
一
五
貫
目
が
あ
る
た
め
別
段
の
引
替
元
銀
も
求
め
て
い
る
（
）
。
こ
れ
に
対
し
三
月
五
日
書
状
に
次
の
返
答
が
江
戸
か
ら
あ
っ
た
。
三
手
引
替
金
・
壱
分
銀
并
銀
方
御
元
手
、
且
爰
許
別
段
御
元
手
共
為
御
登
之
儀
、
夫
々
御
掛
り
様
へ
御
申
立
置
候
由
、
然
ル
処
文
字
銀
引
替
元
之
儀
者
、
於
彼
地
御
用
金
之
内
御
廻
り
相
成
候
趣
ニ
而
、
其
御
地
御
差
立
方
之
儀
御
見
合
之
積
り
当
地
町
御
奉
行
所
御
通
達
有
之
候
趣
、
右
者
如
何
之
行
違
ニ
而
当
地
へ
元
手
之
儀
願
越
候
哉
、
一
応
尋
ニ
遣
シ
可
申
様
被
仰
渡
候
（
）
三
井
組
江
戸
両
替
店
で
は
、
三
手
引
替
の
引
替
元
と
三
井
組
の
別
段
引
替
元
に
つ
い
て
御
掛
り
へ
申
立
て
て
お
い
た
。
し
か
し
、
文
銀
の
引
替
元
銀
は
大
坂
で
集
め
ら
れ
た
御
用
金
の
内
か
ら
渡
さ
れ
る
た
め
、
江
戸
か
ら
大
坂
へ
引
替
元
銀
を
送
る
こ
と
は
停
止
し
て
い
る
事
を
、
大
坂
町
奉
行
所
よ
り
通
達
が
あ
っ
た
。
江
戸
両
替
店
で
は
、
ど
の
よ
う
な
行
違
い
が
あ
っ
て
大
坂
で
引
替
元
の
願
い
出
を
し
た
の
か
一
応
尋
ね
て
み
た
と
述
べ
て
い
る
。
大
坂
両
替
店
で
は
三
月
五
日
書
状
中
に
江
戸
へ
次
の
返
答
を
し
て
い
る
。
文
字
銀
引
替
元
之
儀
、
御
掛
り
御
役
所
江
罷
出
相
伺
候
処
、
十
五
人
方
者
前
以
別
段
引
替
元
願
差
出
、
則
文
銀
備
有
之
候
事
故
御
用
金
之
内
引
継
相
渡
候
、
三
手
方
其
節
引
替
元
手
銀
有
之
、
且
別
段
願
出
茂
無
之
候
ニ
付
其
沙
汰
不
及
儀
ニ
候
、
最
早
御
用
金
之
分
者
不
残
差
立
相
済
引
替
元
ニ
引
継
相
渡
候
分
無
之
候
段
被
仰
渡
候
、（
中
略
）
三
手
元
手
之
外
ニ
爰
元
一
ト
手
百
五
拾
貫
目
御
差
立
之
儀
得
御
意
候
得
共
、
内
分
ニ
而
文
銀
京
店
江
相
廻
し
候
間
、
右
一
手
之
分
者
御
差
止
都
而
三
手
元
手
斗
御
願
立
之
儀
宜
敷
御
取
斗
可
被
成
（
）
引
替
元
銀
の
件
で
御
掛
り
御
役
所
へ
出
向
き
次
の
回
答
を
得
た
。
十
五
軒
組
合
は
以
前
に
別
段
引
替
元
銀
の
願
い
が
出
さ
れ
、
文
銀
も
あ
る
た
め
御
用
金
の
内
よ
り
引
替
元
銀
を
渡
し
た
。
三
手
引
替
で
は
そ
の
時
は
引
替
元
銀
も
あ
り
、
別
段
引
替
元
銀
の
願
い
も
出
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
御
用
金
か
ら
出
す
引
替
元
銀
分
は
完
了
し
、
引
き
続
き
大
坂
で
引
替
元
銀
と
し
て
渡
す
分
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
三
手
の
引
替
元
銀
の
外
に
三
井
組
分
一
五
貫
目
を
送
る
こ
と
は
了
承
さ
れ
た
が
、
三
井
組
は
内
々
に
文
銀
を
京
都
へ
廻
し
た
た
め
三
井
一
手
の
別
段
引
替
元
銀
は
取
り
や
め
、
三
手
引
替
分
だ
け
を
送
っ
て
貰
う
よ
う
に
し
た
。
三
井
組
大
坂
両
替
店
で
は
、
弘
化
三
年
八
月
一
一
日
書
状
に
も
引
替
申
込
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
、
西
国
筋
文
銀
百
貫
目
当
組
へ
引
替
差
出
候
処
、
御
元
手
無
御
座
候
得
共
態
々
為
差
登
候
事
故
断
茂
難
申
入
候
ニ
付
、
手
元
ニ
而
繰
合
引
替
置
候
間
、
右
銀
高
別
段
々
早
々
御
差
立
相
成
候
様
御
掛
り
様
へ
可
然
御
申
上
可
被
成
候
、
且
又
三
手
分
銀
方
皆
引
替
相
成
一
昨
九
日
差
立
候
ニ
付
而
者
御
元
手
無
御
座
候
間
、
跡
御
元
手
御
差
立
相
成
候
様
是
又
宜
御
取
斗
可
被
成
候
（
）
西
国
筋
よ
り
三
井
組
に
文
銀
一
貫
目
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
三
井
組
で
は
引
替
元
銀
が
な
い
が
、
わ
ざ
わ
ざ
持
参
さ
れ
て
は
断
れ
ず
両
替
店
の
銀
で
引
き
替
え
た
。
そ
の
た
め
、
三
井
組
は
立
て
替
え
た
銀
高
を
送
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
三
手
引
替
で
も
八
月
九
日
の
差
し
立
て
で
引
替
元
銀
切
れ
に
な
り
、
そ
の
補
充
も
重
ね
て
求
め
て
い
る
。
こ
の
求
め
に
応
じ
、
九
月
一
二
日
・
二
二
日
書
状
に
は
三
手
分
引
替
元
銀
三
貫
目
と
三
井
組
一
手
西
国
筋
引
替
元
銀
一
貫
目
は
九
月
一
日
江
戸
発
、
九
月
二
二
日
大
坂
着
に
な
っ
た
（
）
。
し
か
し
、
銀
座
で
は
引
替
高
減
少
に
よ
り
弘
化
三
年
に
次
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
一
、
同
年
五
月
十
九
日
銀
座
会
所
呼
ニ
越
候
ニ
付
、
佐
藤
与
兵
衛
罷
越
候
処
、
年
寄
辻
伝
右
衛
門
申
聞
候
者
、
壱
分
銀
是
迄
一
日
八
千
枚
宛
出
来
候
処
、
明
日
よ
り
半
減
四
千
枚
ニ
減
し
、
猶
又
通
用
銀
吹
方
之
儀
も
右
ニ
准
し
是
迄
壱
ケ
月
六
度
之
処
、
三
度
ニ
相
減
し
候
、
此
段
御
掛
り
方
よ
り
御
達
可
申
候
旨
御
沙
汰
ニ
付
御
達
し
申
候
、
就
而
者
通
用
銀
吹
方
之
儀
者
請
書
差
出
可
被
申
旨
申
聞
候
ニ
付
致
承
知
引
取
、
翌
廿
日
左
之
通
之
請
書
三
好
好
三
殿
江
差
出
御
請
通
用
銀
吹
方
之
儀
是
迄
月
六
斎
之
処
、
自
是
壱
ケ
月
三
日
四
吹
ツ
吹
方
致
候
様
被
仰
渡
奉
畏
候
、
右
御
請
申
上
候
、
以
上
午
五
月
廿
日
大
黒
作
右
衛
門
（
）
五
月
一
九
日
に
、
銀
座
は
こ
れ
ま
で
天
保
一
分
銀
八
枚
を
鋳
造
し
て
き
た
が
翌
二
日
よ
り
四
枚
へ
、
天
保
銀
も
月
六
度
の
鋳
造
を
三
度
へ
と
半
減
さ
せ
て
お
り
、
大
黒
作
右
衛
門
も
そ
の
請
書
を
二
日
に
提
出
し
た
。
そ
の
半
減
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
弘
化
四
年
六
月
一
三
日
に
大
坂
三
井
組
へ
着
い
た
天
保
銀
三
貫
目
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
同
年
一
二
月
五
日
に
一
五
貫
目
を
引
き
替
え
た
が
、
住
友
家
五
貫
目
・
十
人
組
七
貫
目
・
三
井
組
三
貫
目
で
差
が
出
た
。
次
に
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
六
月
一
二
日
に
九
貫
目
を
引
き
替
え
た
が
、
三
井
組
五
貫
目
・
十
人
組
と
住
友
家
は
二
貫
目
ず
つ
だ
っ
た
。
大
坂
か
ら
江
戸
へ
の
差
立
て
回
数
は
通
常
一
五
貫
目
ず
つ
二
度
で
皆
済
だ
が
、
こ
れ
で
三
度
目
の
差
立
て
（
嘉
永
元
年
一
月
八
日
）
が
必
要
に
な
り
、
結
果
と
し
て
引
替
高
減
少
と
引
替
元
銀
の
供
給
過
多
、
引
替
期
間
の
長
期
化
に
至
っ
た
。
嘉
永
期
嘉
永
期
に
関
し
、
大
坂
の
三
手
引
替
と
十
五
軒
組
合
・
京
都
の
両
組
引
替
で
の
引
替
高
は
、
表
・
、
表
・
に
示
し
た
。
金
貨
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
合
計
一
万
五
四
両
、
同
二
年
は
合
計
一
万
九
三
五
両
、
同
三
年
は
合
計
一
万
八
二
六
両
（
こ
の
事
情
は
後
述
）、
同
四
年
は
合
計
一
万
四
六
八
両
、
同
五
年
は
合
計
六
七
五
両
、
同
六
年
は
合
計
一
万
二
両
を
引
き
替
え
た
。
秤
量
銀
貨
は
嘉
永
元
年
に
合
計
七
貫
目
、
同
二
年
は
合
計
六
貫
目
、
同
三
年
は
合
計
二
四
貫
目
、
同
四
年
は
合
計
一
一
貫
目
、
同
五
年
は
合
計
三
九
貫
目
、
同
六
年
は
合
計
一
三
貫
目
を
引
き
替
え
た
。
安政初年期の改鋳と引き替え
計
数
銀
貨
は
嘉
永
元
年
に
合
計
八
五
両
、
同
二
年
は
合
計
八
両
、
同
三
年
は
合
計
四
両
、
同
四
年
は
合
計
二
五
両
、
同
五
年
は
合
計
一
両
、
同
六
年
は
合
計
四
両
を
引
き
替
え
た
。
弘
化
年
間
と
比
べ
、
嘉
永
期
は
秤
量
銀
貨
と
計
数
銀
貨
が
激
減
し
た
が
、
金
貨
は
減
少
し
て
も
平
均
一
万
両
台
を
保
っ
た
。
金
貨
住
友
家
の
引
替
高
減
少
は
経
営
難
が
原
因
で
あ
り
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
金
方
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
表
れ
た
（
表
）。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
正
月
一
一
日
に
大
坂
十
人
組
着
の
三
手
分
の
引
替
元
金
一
万
両
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。
両
組
で
は
嘉
永
二
年
五
月
一
七
日
と
一
月
一
六
日
の
二
度
の
差
し
立
て
で
担
当
す
る
六
八
両
は
皆
済
と
な
っ
た
。
住
友
家
の
三
二
両
は
、
同
二
年
五
月
一
七
日
に
一
二
両
を
出
し
た
が
、
一
月
一
六
日
に
出
せ
た
の
は
二
両
（
一
月
一
一
日
書
状
に
は
古
金
類
二
両
、
二
朱
銀
一
朱
銀
四
両
）
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
遅
延
が
生
じ
、
同
三
年
四
月
二
日
に
一
両
を
、
同
四
年
三
月
一
六
日
に
八
両
を
差
し
立
て
て
皆
済
し
た
。
そ
の
間
に
、
同
二
年
一
二
月
二
日
に
大
坂
三
井
組
着
の
両
組
分
の
引
替
元
金
五
両
が
設
定
さ
れ
、
両
組
は
同
四
年
三
月
一
六
日
の
差
し
立
て
で
こ
れ
を
皆
済
し
て
い
る
（
）
。
嘉
永
三
年
の
内
訳
は
、
三
手
引
替
五
両
・
十
五
軒
組
合
一
万
三
二
六
両
で
あ
る
。
十
五
軒
組
合
が
同
三
年
八
月
二
日
に
古
金
九
両
を
差
し
立
て
ら
れ
た
要
因
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
同
年
七
月
八
日
に
引
替
方
月
番
天
王
寺
屋
宗
助
が
吟
味
方
御
役
所
か
ら
指
紙
で
呼
び
出
さ
れ
、
翌
九
日
に
出
頭
し
た
。
梶
木
町
千
艸
屋
宗
十
郎
方
土
蔵
普
請
致
候
処
、
金
銀
掘
出
し
宗
十
郎
も
関
不
申
由
成
合
共
、
全
宗
十
郎
所
持
ニ
相
違
も
無
之
、
然
ル
ニ
古
金
銀
ニ
付
一
旦
御
役
所
江
取
上
ケ
通
用
之
金
銀
ニ
引
替
可
相
渡
、
尤
於
御
役
所
可
致
筈
成
合
共
、
金
高
之
事
故
引
替
所
江
致
持
参
候
様
、
今
日
宗
十
郎
も
呼
出
し
置
居
申
渡
候
、
猶
引
替
済
ニ
相
成
候
ハ
御
手
当
共
一
同
ニ
月
番
御
届
可
申
積
、
尤
引
替
方
ニ
も
於
御
役
所
ニ
引
替
候
様
相
心
得
右
之
通
被
仰
渡
候
ニ
付
此
段
御
通
達
申
上
候
（
）
千
草
屋
宗
十
郎
方
で
土
蔵
普
請
を
し
た
と
こ
ろ
古
金
銀
を
掘
り
出
し
、
そ
の
額
は
元
文
小
判
七
四
二
八
両
・
元
文
一
分
判
一
九
九
両
二
分
、
元
文
小
玉
銀
一
貫
目
、
南
鐐
二
朱
銀
一
枚
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
古
金
銀
は
、
宗
十
郎
自
身
に
関
与
は
な
い
が
、
宗
十
郎
自
身
の
古
金
銀
に
違
い
な
い
。
こ
の
た
め
古
金
銀
は
一
旦
、
大
坂
町
奉
行
所
が
取
り
上
げ
通
用
金
銀
へ
と
引
き
替
え
る
べ
き
だ
が
、
金
高
故
に
十
五
軒
組
合
で
引
き
替
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
千
草
屋
宗
十
郎
は
後
に
十
五
軒
組
合
へ
加
入
す
る
家
だ
が
、
こ
の
時
は
幕
府
が
注
意
す
る
古
金
銀
を
兎
角
富
豪
之
も
の
共
囲
持
つ
類
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
時
的
な
引
替
需
要
が
あ
っ
て
も
、
引
き
替
え
は
基
本
停
滞
し
て
い
た
。
嘉
永
五
・
六
年
は
引
替
高
も
下
が
り
、
幕
府
も
対
応
に
乗
り
出
し
た
。
嘉
永
五
年
二
月
一
一
日
書
状
に
江
戸
か
ら
大
坂
へ
引
替
元
金
の
送
付
高
で
報
告
が
入
っ
た
。
一
、
去
ル
朔
日
御
金
改
役
所
御
掛
り
様
壱
人
御
呼
出
ニ
付
則
御
出
候
処
、
大
坂
三
手
引
替
元
金
当
時
二
千
五
百
両
残
り
有
之
候
得
共
、
此
節
跡
元
手
金
相
渡
候
而
者
如
何
ニ
候
哉
、
右
請
取
候
ハ
金
高
何
程
位
ニ
而
可
然
哉
、
否
可
申
出
候
様
被
仰
談
候
付
御
引
取
、
十
人
組
御
相
談
之
上
御
請
御
申
上
候
者
、
下
地
元
金
残
り
之
分
・
引
替
方
模
様
茂
相
分
り
兼
候
儀
ニ
付
、
右
等
一
応
彼
地
江
尋
ニ
遣
し
候
之
上
、
跡
御
元
手
金
御
渡
方
之
儀
御
願
上
候
様
可
被
成
段
御
申
上
置
候
間
、
於
当
地
十
人
組
・
住
友
江
示
談
、
前
書
引
替
模
様
柄
早
々
可
得
御
意
様
被
成
度
思
召
、
右
ニ
付
而
者
跡
御
元
手
之
儀
も
金
高
何
程
位
為
御
登
相
成
可
然
候
哉
、
是
又
否
御
答
可
得
御
意
、
此
儀
十
人
組
茂
当
地
同
組
へ
可
被
及
通
達
筈
ニ
候
条
、
左
様
承
知
可
致
旨
致
承
知
候
、
猶
十
人
組
相
談
之
上
跡
可
得
御
意
候
（
）
二
月
一
日
に
三
井
組
が
御
金
改
役
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
大
坂
の
三
手
引
替
は
引
替
元
金
二
五
両
あ
る
が
、
幕
府
よ
り
こ
の
後
引
替
元
金
を
送
り
た
い
が
ど
の
位
必
要
か
と
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
の
可
否
を
申
し
出
る
よ
う
言
わ
れ
た
た
め
、
三
井
組
は
そ
の
場
は
引
き
取
り
十
人
組
と
相
談
の
上
で
申
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
引
替
元
金
残
高
・
引
替
状
況
も
分
ら
な
い
た
め
、
大
坂
へ
尋
ね
る
こ
と
に
し
た
。
大
坂
の
引
替
元
金
の
希
望
高
は
、
十
人
組
・
住
友
家
と
も
相
談
し
て
引
替
模
様
を
調
べ
、
引
替
元
金
高
が
後
ど
の
位
必
要
か
、
不
要
か
の
返
答
が
ほ
し
い
。
こ
れ
は
十
人
組
で
も
江
戸
か
ら
大
坂
へ
通
達
さ
れ
た
筈
で
十
人
組
と
の
相
談
の
上
で
返
答
し
て
貰
い
た
い
。
こ
れ
に
対
し
二
月
二
四
日
書
状
に
は
大
坂
か
ら
江
戸
へ
次
の
よ
う
に
返
答
し
て
い
る
。
金
方
引
替
模
様
之
儀
、
則
致
相
談
候
処
、
此
頃
之
次
第
ニ
付
見
留
候
儀
者
無
御
座
候
得
共
、
残
御
元
金
二
千
五
百
両
者
当
四
・
五
月
頃
迄
ニ
皆
済
可
相
成
候
哉
、
右
ニ
付
何
分
古
金
出
進
候
訳
ニ
者
無
御
座
候
間
、
此
以
前
之
通
御
元
金
五
千
両
位
御
下
ケ
相
成
候
ハ
格
別
心
配
茂
無
之
哉
ニ
被
存
候
、
是
迚
も
中
々
当
年
中
ニ
皆
済
ニ
可
相
成
様
ニ
至
り
不
申
候
間
、
尚
又
於
御
地
十
人
組
御
談
之
上
跡
御
元
金
之
儀
可
然
御
取
斗
可
被
下
候
（
）
金
方
引
替
の
模
様
に
関
し
て
相
談
し
た
が
特
に
変
化
は
な
い
。
残
り
の
引
替
元
金
二
五
両
は
四
五
月
頃
に
は
皆
済
見
込
に
あ
る
。
引
き
替
え
が
進
ん
で
い
る
訳
で
は
な
く
、
以
前
通
り
引
替
元
金
五
両
程
渡
し
て
く
れ
れ
ば
心
配
な
い
が
、
一
回
の
引
替
元
金
が
そ
の
当
年
内
で
皆
済
に
至
ら
な
く
な
っ
た
と
も
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
江
戸
両
組
で
話
し
合
い
の
上
で
、
後
の
引
替
元
金
高
の
取
り
計
ら
い
を
依
頼
し
て
い
る
。
銀
貨
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
一
二
月
一
一
日
に
大
坂
十
人
組
着
の
三
手
分
の
天
保
銀
三
貫
目
は
、
弘
化
期
よ
り
厳
し
い
引
き
替
え
に
な
っ
た
。
嘉
永
二
年
五
月
一
七
日
に
六
貫
目
、
同
三
年
四
月
二
日
に
五
貫
目
（
三
井
組
一
五
貫
目
・
十
人
組
二
五
貫
目
・
住
友
家
一
貫
目
）、
同
年
八
月
二
日
に
四
貫
目
を
引
き
替
え
た
。
同
四
年
三
月
一
六
日
に
六
貫
目
、
同
五
年
一
月
二
六
日
に
九
貫
目
を
差
し
立
て
て
よ
う
や
く
皆
済
に
至
る
（
）
。
つ
ま
り
、
大
坂
か
ら
江
戸
へ
の
差
立
回
数
は
五
回
に
及
び
、
皆
済
ま
で
四
年
近
く
要
し
た
。
こ
の
状
況
を
鑑
み
同
五
年
一
二
月
二
一
日
書
状
に
は
、
江
戸
両
組
は
相
談
の
上
、
引
替
元
銀
を
減
額
し
一
五
貫
目
を
銀
座
へ
頼
ん
で
置
い
た
。
し
か
し
、
三
井
組
が
同
月
七
日
銀
座
に
呼
び
出
さ
れ
た
際
に
は
銀
座
か
ら
都
合
ニ
寄
こ
れ
ま
で
通
り
天
保
銀
三
貫
目
が
引
替
元
銀
と
し
て
渡
さ
れ
た
（
）
。
こ
の
天
保
銀
三
貫
目
は
、
同
六
年
正
月
五
日
に
大
坂
三
井
組
へ
着
い
た
が
、
そ
の
後
一
年
は
引
替
済
の
文
銀
を
江
戸
へ
差
し
立
て
ら
れ
て
い
な
い
（
同
七
年
正
月
一
八
日
差
し
立
て
）。
他
方
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
一
二
月
八
日
に
京
都
十
人
組
着
の
両
組
の
引
替
元
一
分
銀
三
万
両
は
、
引
替
高
減
少
と
も
相
俟
っ
て
深
刻
な
様
相
を
呈
し
た
。
安政初年期の改鋳と引き替え
嘉
永
元
年
六
月
三
日
の
大
坂
名
代
か
ら
京
名
代
へ
の
書
状
に
長
文
だ
が
次
の
よ
う
に
返
答
し
て
い
る
。
其
御
地
御
引
替
之
儀
追
々
不
進
ニ
相
成
候
由
、
右
之
内
ニ
も
二
朱
銀
壱
朱
銀
御
元
壱
分
銀
、
去
ル
辰
年
十
二
月
其
着
両
組
ニ
而
三
万
両
之
内
、
追
々
に
五
千
五
百
両
宛
、
合
壱
万
千
両
丈
ケ
漸
御
差
立
被
成
、
残
り
九
千
五
百
両
宛
合
壱
万
九
千
両
未
御
預
り
相
成
り
有
之
候
旨
、
然
ル
ニ
右
之
内
十
人
組
方
此
節
三
千
五
・
六
百
両
引
替
り
候
由
、
其
元
方
漸
三
百
両
程
よ
り
引
替
り
不
申
、
尤
折
々
引
替
持
参
も
有
之
候
得
共
、
誠
聊
宛
ニ
而
捗
取
不
申
候
ニ
付
、
御
一
統
御
心
配
被
成
候
儀
ニ
御
座
候
旨
、
右
ニ
付
何
程
ニ
而
も
宜
御
座
候
間
、
当
地
ニ
而
工
面
い
た
し
二
朱
銀
壱
朱
銀
之
内
相
廻
し
可
申
儀
者
相
成
り
申
間
敷
哉
、
何
分
勘
考
取
斗
可
致
旨
、
尚
委
細
之
儀
者
今
昼
舩
上
納
銀
ニ
付
添
其
許
種
三
郎
御
差
下
候
儀
ニ
付
、
同
人
へ
御
申
含
置
被
成
候
条
聞
取
候
様
被
成
度
思
召
候
旨
被
仰
聞
候
、
御
紙
面
之
趣
承
知
い
た
し
候
、
右
二
朱
銀
壱
朱
銀
引
替
之
儀
於
当
地
も
同
様
捗
取
不
申
、
三
手
ニ
而
右
引
替
御
元
三
万
両
之
内
引
替
済
両
度
ニ
差
立
残
り
当
時
二
万
三
千
五
百
両
御
預
り
ニ
相
成
大
ニ
心
配
致
居
候
、
此
頃
迄
当
方
引
替
溜
り
両
品
ニ
而
千
三
百
両
余
御
座
候
ニ
付
、
近
々
差
立
可
致
哉
ニ
致
相
談
居
候
折
柄
ニ
候
得
共
、
右
之
内
差
立
高
相
減
七
百
両
丈
ケ
其
元
へ
御
廻
シ
可
申
候
間
、
此
段
御
承
知
可
被
成
候
、
右
ニ
付
為
登
方
之
儀
者
如
何
ニ
可
致
候
哉
可
被
仰
聞
候
、
右
御
答
得
御
意
度
如
斯
御
座
候
（
）
ま
ず
、
京
都
で
は
引
き
替
え
が
進
ま
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
大
坂
へ
伝
え
た
。
弘
化
元
辰
年
一
二
月
に
引
替
元
一
分
銀
の
京
都
着
後
、
両
組
は
同
四
年
一
一
月
二
一
日
に
二
朱
銀
一
朱
銀
を
差
し
立
て
て
一
万
一
両
分
ま
で
引
き
替
え
た
。
両
組
で
は
残
高
一
万
九
両
は
預
か
っ
た
ま
ま
で
、
近
頃
は
十
人
組
が
三
五
三
六
両
程
引
き
替
え
た
が
、
三
井
組
は
三
両
を
引
き
替
え
た
程
度
で
あ
る
。
時
々
引
き
替
え
に
来
る
者
も
い
る
が
、
少
額
な
た
め
全
く
捗
ら
ず
心
配
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
、
当
地
大
坂
引
替
分
の
二
朱
銀
一
朱
銀
を
京
都
へ
廻
せ
な
い
も
の
か
検
討
し
て
貰
い
た
い
旨
だ
っ
た
。
詳
細
は
、
上
納
銀
付
添
で
大
坂
へ
来
た
種
三
郎
に
申
し
含
ま
せ
た
の
で
、
京
都
へ
戻
っ
た
当
人
か
ら
の
聞
き
取
り
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
大
坂
で
も
二
朱
銀
一
朱
銀
の
引
き
替
え
は
捗
っ
て
お
ら
ず
、
三
手
引
替
で
も
引
替
元
一
分
銀
三
万
両
よ
り
二
度
差
し
立
て
た
だ
け
で
、
残
高
二
万
三
五
両
も
あ
り
大
い
に
心
配
し
て
い
る
。
大
坂
で
引
き
替
え
た
二
朱
銀
一
朱
銀
が
一
三
両
余
あ
る
た
め
、
近
日
に
江
戸
へ
差
し
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
大
坂
引
替
分
の
内
七
両
を
京
都
へ
廻
す
こ
と
を
決
め
た
た
め
、
大
坂
か
ら
京
都
へ
の
送
金
方
法
を
尋
ね
て
い
る
。
嘉
永
元
年
六
月
一
日
の
大
坂
名
代
か
ら
京
名
代
へ
の
書
状
に
は
、
大
坂
か
ら
京
都
へ
の
送
金
は
飛
脚
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
坂
で
は
二
朱
銀
は
大
坂
引
替
分
と
し
て
江
戸
へ
差
し
立
て
た
い
た
め
、
一
朱
銀
だ
け
七
両
を
京
都
へ
廻
す
こ
と
に
し
て
お
り
半
額
ず
つ
二
度
に
分
け
京
都
へ
送
金
さ
れ
た
（
）
。
三
安
政
初
年
期
の
改
鋳
嘉
永
一
朱
銀
・
安
政
二
分
判
の
鋳
造
引
替
停
滞
の
中
、
当
時
の
貨
幣
改
鋳
と
幕
府
財
政
と
の
関
係
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
一
月
に
勘
定
奉
行
か
ら
大
老
へ
提
出
さ
れ
た
御
勝
手
向
御
入
用
増
減
取
調
申
上
候
書
付
に
、
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
期
の
状
況
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
次
第
ニ
御
勝
手
向
疲
弊
仕
、
大
坂
并
兵
庫
堺
之
町
人
共
江
御
用
金
被
仰
付
候
折
柄
御
本
丸
炎
上
、
御
普
請
等
ニ
付
、
広
大
之
御
入
用
ニ
而
、
御
差
止
相
成
居
候
金
銀
御
吹
替
被
仰
出
、
御
繰
合
相
成
、
右
之
御
益
金
并
奥
向
御
下
ケ
金
を
以
、
弘
化
四
未
年
・
嘉
永
元
申
年
両
年
、
奥
御
金
蔵
御
除
金
江
六
拾
壱
万
七
千
両
納
方
出
来
候
処
、
嘉
永
五
子
年
、
西
丸
炎
上
ニ
付
、
御
普
請
御
用
途
之
た
め
奥
御
金
蔵
御
除
金
五
拾
万
両
御
下
ケ
有
之
（
）
財
政
難
の
た
め
幕
府
は
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
大
坂
等
の
町
人
に
対
し
御
用
金
を
賦
課
し
た
が
、
同
一
五
年
に
江
戸
城
本
丸
が
炎
上
し
、
そ
の
再
建
費
用
捻
出
で
停
止
し
て
い
た
貨
幣
改
鋳
を
再
開
し
た
。
そ
し
て
、
弘
化
四
年
嘉
永
元
年
（
一
八
四
七
一
八
四
八
）
に
奥
御
金
蔵
御
除
金
へ
改
鋳
益
金
六
一
万
七
両
を
計
上
し
た
。
し
か
し
、
嘉
永
五
年
に
江
戸
城
西
の
丸
が
炎
上
し
再
建
費
用
を
奥
御
金
蔵
御
除
金
か
ら
五
万
両
を
捻
出
し
、
そ
の
後
も
、
禁
裏
炎
上
、
異
国
船
渡
来
に
よ
る
海
岸
防
備
、
下
田
・
箱
館
開
港
関
係
費
用
、
拝
借
金
、
御
台
場
建
造
、
武
器
や
大
船
新
調
、
地
震
・
大
風
雨
の
復
興
費
用
等
の
広
大
な
財
政
支
出
が
続
く
。
そ
の
結
果
、
貨
幣
改
鋳
益
金
は
文
政
元
年
安
政
四
年
（
一
八
一
八
一
八
五
七
）
の
四
年
間
に
一
七
九
六
万
九
五
両
余
の
納
高
に
な
り
、
一
カ
年
平
均
四
四
万
九
二
両
余
に
相
当
す
る
と
分
析
し
て
い
る
（
）
。
財
政
状
況
は
勘
定
奉
行
が
安
政
元
年
同
三
年
の
三
年
間
の
平
均
一
カ
年
で
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
ま
ず
、
平
均
収
入
で
あ
る
御
収
納
其
外
納
高
は
金
一
三
九
万
五
四
両
余
（
こ
れ
に
は
寺
院
・
在
町
上
納
金
二
六
万
四
六
両
余
が
含
ま
れ
、
本
来
は
金
一
一
三
万
八
両
余
）
・
米
六
万
九
二
石
余
で
あ
る
。
平
均
支
出
で
あ
る
御
入
用
出
高
は
金
二
一
三
万
三
七
両
余
・
米
六
二
万
三
一
両
余
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
平
均
収
支
で
あ
る
差
引
は
金
七
三
万
八
三
両
余
の
赤
字
（
在
町
上
納
金
を
含
ま
な
い
と
金
一
万
二
九
両
余
の
赤
字
）
・
米
一
万
三
九
石
余
の
赤
字
に
な
っ
た
。
他
方
奥
御
金
蔵
并
蓮
池
大
坂
御
金
蔵
御
有
高
で
は
金
銀
銭
一
六
五
万
一
五
両
余
が
安
政
五
年
九
月
三
日
段
階
で
の
残
高
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
非
常
時
の
御
用
途
と
し
て
の
御
除
金
九
六
万
四
八
両
余
、
大
坂
御
金
蔵
御
除
金
の
他
に
京
都
で
の
御
用
途
と
御
遣
方
と
し
て
四
四
万
両
余
、
常
用
・
臨
時
の
御
遣
方
と
し
て
九
万
九
六
両
余
が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
同
年
一
一
月
の
残
高
は
一
四
万
六
九
両
で
あ
っ
た
（
）
。
加
え
て
近
来
引
替
金
も
無
数
ニ
相
成
、
御
入
用
者
年
増
相
嵩
御
差
支
ニ
付
、
二
歩
判
・
壱
朱
銀
等
、
位
・
目
方
減
再
製
相
成
、
其
外
三
都
町
人
共
并
御
料
所
之
者
共
江
、
御
用
金
又
者
冥
加
上
納
金
被
仰
付
、
急
務
之
御
用
途
相
弁
候
（
）
と
あ
り
、
新
旧
金
銀
貨
の
引
替
高
は
減
少
し
、
他
方
で
支
出
増
加
の
た
め
品
位
と
量
目
を
減
ら
し
た
安
政
二
分
判
と
嘉
永
一
朱
銀
へ
と
改
鋳
し
た
。
他
に
も
三
都
町
人
等
へ
の
御
用
金
・
献
金
を
賦
課
し
て
急
務
の
支
出
に
対
応
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
江
戸
小
野
店
か
ら
近
江
屋
猶
之
助
へ
の
嘉
永
六
年
一
一
月
一
四
日
江
戸
発
、
一
一
月
一
八
日
大
坂
着
の
書
状
に
は
、
同
一
三
日
に
金
・
銀
座
に
召
し
出
さ
れ
当
時
通
用
金
銀
吹
増
百
万
両
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
（
）
。
一
二
月
末
に
は
南
鐐
之
銀
を
以
壱
朱
銀
吹
立
被
仰
付
候
間
、
右
壱
朱
銀
十
六
を
以
金
壱
両
之
積
、
尤
銀
・
銭
共
両
替
、
壱
分
銀
同
様
之
割
合
相
心
得
取
交
可
致
通
用
候
、
右
南
安政初年期の改鋳と引き替え
鐐
壱
朱
銀
之
儀
金
与
同
様
通
用
之
た
め
被
仰
付
候
間
、
無
滞
可
致
通
用
候
（
）
と
あ
り
、
嘉
永
一
朱
銀
の
新
鋳
が
触
出
さ
れ
、
同
七
年
正
月
二
四
日
か
ら
通
用
と
な
っ
た
。
嘉
永
一
朱
銀
は
江
戸
品
川
台
場
構
築
の
人
夫
賃
が
一
日
一
人
銭
二
五
文
見
当
の
た
め
、
公
定
相
場
の
金
一
両
銭
四
貫
文
か
ら
す
れ
ば
金
一
朱
に
相
当
す
る
所
以
で
お
台
場
銀
と
も
称
さ
れ
た
。
幕
府
は
嘉
永
一
朱
銀
の
新
鋳
で
、
天
保
一
分
銀
の
鋳
造
停
止
を
命
じ
た
が
市
中
へ
は
触
れ
出
さ
な
か
っ
た
（
）
。
三
井
組
大
坂
両
替
店
名
代
か
ら
江
戸
名
代
（
斎
藤
専
蔵
・
永
田
甚
七
）
へ
の
同
七
年
正
月
一
七
日
書
状
で
は
、
大
坂
で
も
嘉
永
一
朱
銀
鋳
造
の
触
書
が
出
さ
れ
近
日
中
の
通
用
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
御
屋
敷
方
又
者
無
拠
方
よ
り
目
新
し
さ
故
か
引
き
替
え
を
依
頼
さ
れ
た
。
通
用
が
始
ま
っ
た
な
ら
ば
、
引
替
元
金
と
し
て
大
坂
へ
差
し
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
五
両
か
一
両
程
の
送
金
を
依
頼
し
て
い
る
。
江
戸
で
は
正
月
二
四
日
に
銀
座
よ
り
交
付
さ
れ
た
二
五
両
を
当
日
の
内
に
江
戸
屋
仁
三
郎
の
飛
脚
便
で
大
坂
へ
発
送
し
二
月
二
日
に
到
着
し
た
。
三
井
組
大
坂
両
替
店
は
二
月
二
八
日
書
状
に
嘉
永
一
朱
銀
不
足
を
報
告
し
、
四
月
二
七
日
書
状
に
は
尓
今
御
屋
敷
方
又
者
無
拠
方
引
替
相
頼
越
候
ニ
付
、
可
相
成
丈
ケ
者
断
申
切
居
候
得
共
、
無
拠
御
断
難
申
上
、
先
も
有
之
候
付
聊
宛
引
替
相
渡
申
候
、
右
新
一
朱
銀
之
儀
其
御
地
之
模
様
如
何
御
座
候
哉
、（
中
略
）サ
シ
（
五
十
）
両
歟
舟
（
百
）
両
ニ
而
も
十
日
限
位
ニ
而
為
御
差
登
被
下
度
と
あ
る
。
嘉
永
一
朱
銀
の
残
り
が
少
な
い
た
め
引
き
替
え
は
断
っ
て
い
る
が
、
断
り
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
少
し
ず
つ
引
き
替
え
て
い
る
。
同
時
に
江
戸
の
様
子
も
尋
ね
つ
つ
、
五
両
か
一
両
で
も
大
坂
へ
の
送
金
を
求
め
て
い
る
。
江
戸
両
替
店
で
は
一
両
を
、
江
戸
屋
仁
三
郎
の
飛
脚
便
で
五
月
九
日
江
戸
発
、
五
月
一
八
日
大
坂
着
と
な
っ
た
（
）
。
三
井
組
で
は
大
坂
両
替
店
の
嘉
永
一
朱
銀
不
足
は
続
き
、
江
戸
両
替
店
に
安
政
二
年
二
月
二
四
日
書
状
に
一
両
、
四
月
五
日
書
状
に
も
二
両
か
三
両
を
請
求
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
大
坂
両
替
店
（
吹
田
四
郎
兵
衛
・
石
嶋
保
右
衛
門
）
か
ら
京
都
両
替
店
（
小
林
与
三
郎
・
小
原
七
兵
衛
）
へ
の
同
年
三
月
二
七
日
書
状
に
、
京
都
で
も
嘉
永
一
朱
銀
は
殊
之
外
払
底
ニ
付
、
打
銀
御
差
出
候
而
も
廻
り
兼
候
と
報
告
さ
れ
、
不
足
で
打
銀
を
出
し
て
も
入
手
困
難
だ
と
い
う
。
京
都
両
替
店
は
大
坂
両
替
店
に
嘉
永
一
朱
銀
の
残
高
が
あ
る
の
な
ら
少
し
で
も
分
け
て
も
ら
い
た
い
が
、
不
可
な
ら
ば
大
坂
で
の
打
銀
を
教
え
て
欲
し
い
と
し
て
い
る
。
大
坂
両
替
店
は
分
け
る
余
裕
が
な
い
と
し
た
上
で
、
両
替
方
に
打
銀
を
尋
ね
た
上
で
一
両
に
つ
き
三
匁
要
す
る
と
返
答
し
て
い
る
（
）
。
他
方
、
嘉
永
七
年
七
月
に
天
保
五
両
判
は
壱
枚
ニ
而
五
両
之
通
貨
故
物
価
江
取
遣
不
便
利
ニ
候
哉
、
世
上
通
用
稀
之
趣
ニ
相
聞
、（
中
略
）
当
寅
十
月
を
限
通
用
停
止
候
間
、
所
持
之
も
の
ハ
江
戸
・
京
・
大
坂
其
外
遠
国
在
々
共
、
当
時
吹
直
金
引
替
御
用
勤
居
候
も
の
共
之
内
江
早
々
差
出
引
替
可
申
（
）
と
あ
り
一
月
限
り
で
の
通
用
停
止
が
触
れ
出
さ
れ
た
。
通
用
停
止
の
理
由
は
、
一
枚
が
五
両
通
用
で
不
便
利
の
た
め
余
り
流
通
し
な
か
っ
た
た
め
と
し
て
お
り
、
持
主
は
引
替
所
附
両
替
商
で
引
き
替
え
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
保
五
両
判
の
引
き
替
え
は
捗
ら
ず
、
期
限
月
で
も
あ
る
一
月
二
六
日
の
触
書
に
は
翌
年
一
月
ま
で
延
長
に
し
た
が
、
こ
こ
で
も
其
以
後
ハ
弥
通
用
停
止
た
る
べ
く
候
と
加
え
て
い
る
（
）
。
そ
れ
で
も
古
金
銀
が
引
き
替
え
へ
出
さ
れ
な
い
た
め
、
幕
府
は
安
政
二
年
一
一
月
七
日
に
、
幕
末
の
増
歩
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。
そ
し
て
安
政
三
年
六
月
に
此
度
世
上
通
用
之
た
め
金
二
分
判
吹
方
被
仰
付
、
右
二
分
判
二
ツ
を
以
金
壱
両
之
積
、
尤
銀
銭
共
両
替
之
割
合
、
小
判
・
壱
分
判
・
二
朱
金
・
壱
分
銀
・
壱
朱
銀
同
様
ニ
相
心
得
無
滞
可
致
通
用
候
（
）
と
あ
り
安
政
二
分
判
の
新
鋳
が
触
出
さ
れ
、
六
月
二
八
日
か
ら
通
用
と
な
っ
た
。
安
政
二
分
判
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
二
の
つ
く
計
数
金
貨
の
中
で
は
金
品
位
は
最
も
低
く
二
・
三
％
だ
っ
た
。
安
政
二
分
判
の
新
鋳
は
、
三
井
組
で
も
大
坂
名
代
か
ら
京
名
代
へ
の
六
月
一
四
日
書
状
に
去
ル
四
日
夕
店
状
為
御
差
登
被
成
候
町
御
触
書
写
之
通
二
分
判
通
用
被
仰
出
候
得
共
、
座
方
ハ
未
何
等
之
御
沙
汰
無
御
座
、
何
レ
来
月
上
旬
成
ラ
而
者
、
右
二
分
判
御
渡
方
有
之
間
敷
御
様
子
ニ
御
座
候
由
、
相
渡
り
候
ハ
早
々
為
御
差
登
可
被
下
候
旨
（
）
と
伝
え
て
い
る
。
六
月
四
日
夕
の
店
状
で
京
都
へ
送
っ
た
町
触
写
の
通
り
安
政
二
分
判
の
通
用
が
仰
せ
出
さ
れ
た
が
、
金
座
か
ら
沙
汰
も
な
く
、
七
月
上
旬
に
な
ら
な
い
と
安
政
二
分
判
は
渡
さ
れ
な
い
様
子
だ
っ
た
。
渡
さ
れ
た
な
ら
ば
見
手
本
も
含
め
て
京
都
へ
も
早
々
に
送
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
坂
名
代
か
ら
江
戸
名
代
へ
の
七
月
二
日
書
状
に
は
、
江
戸
で
六
月
二
八
日
に
安
政
二
分
判
が
金
座
よ
り
渡
さ
れ
、
見
手
本
の
五
両
が
江
戸
屋
仁
三
郎
方
の
飛
脚
便
で
急
ぎ
送
ら
れ
、
七
月
二
日
大
坂
着
と
な
り
、
続
い
て
一
両
も
送
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
）
。
安
政
二
年
の
増
歩
江
戸
で
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
一
一
月
七
日
の
触
書
で
古
金
銀
の
増
歩
割
合
が
出
さ
れ
、
此
後
引
替
差
出
候
も
の
江
者
道
法
遠
近
ニ
不
拘
と
し
て
古
金
銀
額
と
道
程
の
遠
近
は
関
係
な
い
と
断
っ
て
い
る
。
大
坂
で
は
両
替
商
銭
屋
佐
兵
衛
日
記
の
同
年
一
一
月
二
二
日
条
に
、
金
銀
具
の
触
書
と
共
に
、
卯
十
一
月
廿
日
七
ッ
半
時
御
触
写
と
あ
っ
て
全
文
が
記
さ
れ
て
い
る
（
）
。
金
貨
増
歩
は
、
慶
長
金
・
正
徳
金
（
武
蔵
判
）
一
両
で
引
替
元
金
（
天
保
金
か
天
保
二
朱
金
か
安
政
二
分
判
）
二
七
両
へ
、
元
禄
金
一
両
で
引
替
元
金
一
四
三
両
へ
、
宝
永
乾
字
金
一
両
で
引
替
元
金
一
八
両
へ
、
享
保
金
一
両
で
引
替
元
金
二
一
三
両
へ
、
と
い
う
関
係
に
な
っ
た
。
ま
た
、
元
文
金
一
両
で
引
替
元
金
一
二
両
へ
、
文
政
金
・
文
政
真
文
二
分
判
・
文
政
草
文
二
分
判
・
天
保
五
両
判
一
両
で
引
替
元
金
一
四
両
二
分
へ
、
と
い
う
関
係
に
な
っ
た
。
表
に
は
金
貨
の
増
歩
と
引
替
元
金
に
含
む
金
量
を
示
し
た
。
増
歩
を
弘
化
元
年
段
階
と
比
較
す
る
と
、
慶
長
金
と
正
徳
金
は
一
七
両
、
元
禄
金
は
一
三
両
、
享
保
金
は
二
三
両
が
加
算
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
慶
長
金
・
正
徳
金
・
享
保
金
は
同
一
視
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
慶
長
金
・
正
徳
金
と
享
保
金
へ
と
分
離
し
た
。
宝
永
乾
字
金
は
こ
れ
ま
で
増
歩
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
八
両
加
算
さ
れ
た
。
次
に
、
元
文
金
は
一
両
を
加
算
し
た
が
、
文
政
金
・
文
政
真
文
二
分
判
・
文
政
草
文
二
分
判
・
天
保
五
両
判
の
四
種
は
量
目
・
金
品
位
に
関
係
な
く
一
律
三
両
二
分
を
加
算
し
て
お
り
、
幕
府
は
こ
れ
ら
金
貨
を
適
正
に
評
価
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
四
種
で
含
ま
れ
る
金
量
差
は
、
最
多
の
文
政
真
文
二
分
判
と
最
少
の
天
保
五
両
判
と
で
は
四
五
匁
余
と
な
り
、
こ
の
背
景
に
は
幕
府
が
通
用
停
止
の
日
が
浅
い
も
の
を
一
律
に
低
い
増
歩
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
安
政
三
年
六
月
か
ら
引
替
元
金
に
安
政
二
分
判
が
新
た
に
加
わ
る
が
、
幕
府
は
小
判
よ
り
額
面
価
値
が
高
い
割
に
含
ま
れ
る
金
量
が
少
な
い
天
保
五
両
判
の
引
き
替
え
に
際
し
て
注
意
は
二
点
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
天
保
小
判
を
引
替
元
金
と
安政初年期の改鋳と引き替え
す
る
こ
と
は
避
け
る
。
幕
府
は
当
然
、
引
き
替
え
に
よ
り
相
応
の
金
量
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
幕
府
は
増
歩
額
も
頭
打
ち
で
、
引
き
替
え
に
出
さ
れ
る
文
政
金
・
文
政
真
文
二
分
判
・
文
政
草
文
二
分
判
に
限
界
が
あ
る
な
ら
ば
、
安
政
二
分
判
を
引
替
元
金
に
登
場
さ
せ
、
金
量
を
得
る
目
標
を
あ
え
て
天
保
五
両
判
へ
シ
フ
ト
さ
せ
る
。
則
ち
、
安
政
二
分
判
は
天
保
五
両
判
を
引
き
替
え
る
た
め
に
鋳
造
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
も
な
い
。
銀
貨
増
歩
で
は
、
秤
量
銀
貨
は
元
文
銀
一
貫
目
で
引
替
元
銀
（
天
保
銀
）
一
三
貫
九
三
目
へ
、
文
政
銀
一
貫
目
で
引
替
元
銀
一
貫
六
九
目
へ
、
と
い
う
関
係
に
な
っ
た
。
増
歩
を
弘
化
元
年
段
階
と
比
較
す
る
と
、
元
文
銀
は
二
貫
九
三
匁
、
文
政
銀
は
五
九
匁
が
加
算
さ
れ
た
。
南
鐐
二
朱
銀
一
両
で
引
替
元
金
（
天
保
一
分
銀
か
嘉
永
一
朱
銀
）
一
一
五
両
へ
、
文
政
南
鐐
二
朱
銀
一
両
で
引
替
元
金
一
一
両
へ
、
と
い
う
関
係
に
な
っ
た
。
文
政
南
鐐
二
朱
銀
は
、
先
の
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
一
二
月
一
二
日
の
触
書
に
百
両
ニ
付
金
壱
両
ツ
と
あ
る
た
め
、
増
歩
に
変
更
は
な
い
。
増
歩
を
弘
化
元
年
段
階
と
比
較
す
る
と
、
南
鐐
二
朱
銀
だ
け
が
五
両
の
加
算
で
、
他
は
据
え
置
か
れ
た
。
表
に
は
銀
貨
の
増
歩
と
引
替
元
に
含
む
銀
量
を
示
し
た
。
従
来
、
嘉
永
一
朱
銀
が
引
き
替
え
で
発
揮
さ
れ
る
効
果
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
次
の
二
点
に
な
る
。
文
政
南
鐐
一
朱
銀
は
持
主
に
対
し
て
増
歩
と
い
う
引
替
誘
因
も
無
く
、
通
用
停
止
と
い
う
条
件
も
付
帯
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
幕
府
は
、
最
小
額
の
計
数
銀
貨
で
あ
る
一
朱
銀
同
士
の
新
旧
引
き
替
え
を
初
め
て
実
現
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
銀
量
を
獲
得
し
て
い
く
意
図
が
窺
え
る
。
天
保
一
分
銀
が
引
替
元
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
引
替
高
の
増
加
を
図
る
。
例
え
ば
、
二
朱
銀
一
枚
の
み
、
一
朱
銀
一
三
枚
を
持
参
し
て
く
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
こ
れ
ま
で
幕
府
は
銭
で
以
て
そ
れ
を
引
き
替
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
幕
末
の
顕
著
な
銭
不
足
の
状
況
下
で
は
、
銭
獲
得
の
た
め
に
旧
計
数
銀
貨
の
小
額
持
参
も
起
こ
り
得
よ
う
。
そ
の
意
味
で
幕
府
は
、
引
き
替
え
に
利
便
性
を
加
え
、
銭
不
足
の
事
態
を
未
然
に
防
ぎ
つ
つ
、
同
時
に
文
政
南
鐐
一
朱
銀
を
幕
府
の
手
に
収
め
て
い
く
効
果
を
嘉
永
一
朱
銀
に
担
わ
せ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
引
替
所
附
両
替
商
の
史
料
か
ら
、
嘉
永
一
朱
銀
が
大
坂
・
京
都
へ
引
替
元
と
し
て
は
送
ら
れ
て
い
な
い
。
背
景
に
は
、
引
替
元
の
天
保
一
分
銀
の
残
高
が
多
く
幕
府
も
新
規
に
嘉
永
一
朱
銀
を
送
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
増
歩
前
後
の
銀
貨
引
き
替
え
安
政
期
に
関
し
て
、
大
坂
の
三
手
引
替
と
十
五
軒
組
合
・
京
都
の
両
組
引
替
で
の
銀
貨
引
替
高
は
、
表
・
表
に
示
し
た
。
秤
量
銀
貨
は
安
政
元
年
（
嘉
永
七
年
、
一
八
五
四
）
に
合
計
一
三
二
貫
目
、
同
二
年
は
合
計
一
二
五
貫
目
、
同
三
年
は
合
計
一
貫
目
、
同
四
年
は
皆
無
、
同
五
年
は
合
計
三
貫
目
、
同
六
年
は
合
計
七
貫
目
を
引
き
替
え
た
。
計
数
銀
貨
は
安
政
元
年
に
合
計
四
三
両
、
同
二
年
は
合
計
三
両
、
同
三
年
に
合
計
四
五
両
、
同
四
年
に
合
計
一
両
、
同
五
年
に
合
計
三
両
、
同
六
年
に
合
計
二
両
（
十
五
軒
組
合
の
金
額
不
明
）
を
引
き
替
え
た
（
表
）。
安
政
期
に
入
る
と
、
引
替
高
の
減
少
傾
向
に
拍
車
が
か
か
る
と
共
に
、
幕
府
は
安
政
開
港
に
向
け
て
の
対
応
に
追
わ
れ
て
な
の
か
、
こ
れ
ら
引
き
替
え
対
す
る
積
極
性
が
薄
く
な
る
傾
向
も
窺
え
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
二
月
末
の
嘉
永
一
朱
銀
新
鋳
の
時
期
に
、
幕
府
の
銀
需
要
を
見
越
し
て
な
の
か
、
持
主
の
銀
貨
増
歩
へ
の
期
待
な
の
か
、
引
替
申
込
が
増
え
た
。
秤
量
銀
貨
の
引
き
替
え
に
つ
い
て
、
同
七
年
正
月
一
四
日
書
状
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
一
、
新
文
字
銀
引
替
多
分
申
越
、
三
手
引
替
御
元
銀
三
百
貫
目
皆
済
相
成
候
ニ
付
、
代
り
文
銀
注
連
明
早
々
差
立
候
積
ニ
御
座
候
、
右
之
外
ニ
文
銀
三
百
五
拾
貫
目
余
引
替
申
越
候
得
共
、
御
元
銀
無
之
候
ニ
付
追
而
代
り
銀
到
着
迄
預
置
申
候
、
右
者
三
手
江
引
受
引
替
可
申
積
り
ニ
御
座
候
之
間
、
右
引
替
御
元
銀
早
々
御
差
立
相
成
候
様
三
手
ニ
而
御
願
上
可
被
成
候
、
尤
右
者
当
組
江
申
込
候
儀
ニ
付
、
十
人
組
方
者
其
御
地
江
別
段
通
達
者
無
御
座
候
様
奉
存
候
、
且
又
前
文
文
銀
預
り
御
座
候
事
故
御
元
手
銀
到
着
追
々
差
立
候
（
）
突
如
、
文
政
銀
の
引
替
申
込
が
多
く
来
た
た
め
三
手
分
の
引
替
元
銀
三
貫
目
が
皆
済
し
、
正
月
一
八
日
に
差
し
立
て
た
。
こ
の
他
に
三
五
貫
目
の
引
替
申
込
が
あ
り
、
引
替
元
銀
も
切
れ
た
た
め
そ
の
到
着
ま
で
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
三
五
貫
目
は
三
井
組
へ
申
し
込
ま
れ
、
引
き
替
え
は
三
手
で
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
関
し
二
月
一
一
日
書
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
当
地
三
手
引
替
御
元
銀
之
儀
、
早
々
御
差
立
相
成
候
様
銀
座
御
掛
り
様
江
御
申
立
候
処
、
早
速
ニ
茂
三
百
五
拾
貫
目
為
御
登
相
成
候
様
被
仰
聞
、
其
後
御
沙
汰
無
之
候
間
、
猶
又
御
伺
候
処
、
此
節
壱
朱
銀
御
吹
立
ニ
而
座
方
御
取
込
之
由
、
御
都
合
次
第
早
々
御
沙
汰
可
被
下
旨
被
仰
聞
候
（
）
三
手
引
替
で
引
き
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
文
銀
三
五
貫
目
の
引
替
元
銀
に
つ
い
て
、
両
組
は
銀
座
へ
そ
の
交
付
を
早
急
に
求
め
、
銀
座
で
早
速
渡
す
返
答
を
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
連
絡
が
途
絶
え
た
。
改
め
て
両
組
は
銀
座
へ
伺
う
と
、
嘉
永
一
朱
銀
の
新
鋳
に
追
わ
れ
、
そ
の
三
五
貫
目
は
都
合
つ
き
次
第
連
絡
す
る
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
引
替
元
銀
を
巡
る
対
応
で
、
三
井
組
大
坂
両
替
店
名
代
か
ら
江
戸
名
代
へ
の
二
月
二
八
日
書
状
で
は
催
促
と
遅
延
で
苦
言
を
呈
し
、
新
た
な
対
応
策
も
提
案
し
て
い
る
。
文
銀
引
替
御
元
手
銀
最
早
近
々
之
内
御
渡
可
有
御
座
儀
与
奉
察
候
、
右
者
持
主
早
々
代
り
相
渡
呉
候
様
毎
々
催
促
御
座
候
間
、
差
急
ニ
御
差
立
相
成
候
様
御
取
斗
可
被
下
候
、
可
相
成
儀
ニ
御
座
候
ハ
当
地
御
金
蔵
御
渡
相
成
候
ハ
都
合
宜
鋪
儀
ニ
御
座
候
、
矢
張
御
地
御
差
立
相
成
候
儀
ニ
候
ハ
右
文
銀
当
組
へ
不
残
預
り
置
御
座
候
事
故
、
当
番
御
引
続
其
許
よ
り
御
差
立
相
成
候
様
御
取
斗
可
被
下
候
、
尤
右
之
外
ニ
十
五
人
文
銀
別
段
引
替
元
願
上
候
様
承
り
候
付
、
右
御
元
下
御
差
立
之
節
与
御
振
替
相
成
候
ハ
於
爰
元
も
都
合
宜
鋪
儀
ニ
御
座
候
間
、
可
然
御
掛
り
様
へ
御
申
上
可
被
下
候
（
）
こ
の
文
銀
三
五
貫
目
の
持
主
が
誰
か
は
不
明
だ
が
、
天
保
銀
へ
の
早
急
な
引
き
替
え
求
め
催
促
も
多
い
。
そ
の
た
め
大
坂
三
井
組
は
、
早
急
に
引
替
元
銀
が
送
ら
れ
る
筈
だ
か
ら
、
大
坂
御
金
蔵
か
ら
そ
の
分
を
渡
し
て
く
れ
て
も
都
合
良
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
銀
三
五
貫
目
を
預
か
る
の
は
三
井
組
、
引
替
元
銀
を
江
戸
か
ら
差
し
立
て
る
の
は
十
人
組
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
場
合
は
通
常
の
引
き
替
え
が
良
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。
十
五
軒
組
合
か
ら
も
別
段
引
替
元
銀
の
願
い
が
出
さ
れ
、
こ
の
場
合
は
、
江
戸
で
引
替
元
銀
を
渡
さ
れ
た
内内
安政初年期の改鋳と引き替え
ら
、
大
坂
で
大
坂
御
金
蔵
か
ら
そ
の
分
を
出
銀
し
て
振
り
替
え
れ
ば
大
坂
に
は
都
合
が
よ
い
た
め
、
江
戸
で
御
掛
り
へ
申
し
上
げ
て
貰
い
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
よ
う
や
く
江
戸
十
人
組
が
銀
座
に
呼
び
出
さ
れ
、
大
坂
三
手
の
引
替
元
銀
六
貫
目
が
嘉
永
七
年
二
月
二
一
日
江
戸
発
、
三
月
一
一
日
大
坂
着
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
両
組
で
二
七
五
貫
目
ず
つ
、
経
営
改
革
に
あ
る
住
友
家
へ
も
五
貫
目
が
渡
さ
れ
た
。
早
速
、
三
月
一
六
日
に
両
組
の
引
き
替
え
で
申
込
分
の
文
銀
三
五
貫
目
を
江
戸
へ
差
し
立
て
た
。
ま
た
、
十
五
軒
組
合
の
引
替
元
銀
六
貫
目
も
四
月
六
日
・
九
日
に
大
坂
着
に
な
っ
た
（
）
。
こ
の
よ
う
な
多
額
の
引
替
申
込
は
一
時
的
で
、
三
手
が
次
の
大
坂
か
ら
江
戸
へ
文
銀
の
差
し
立
て
は
二
年
以
上
も
経
た
安
政
三
年
一
月
一
六
日
に
な
る
が
、
こ
の
差
し
立
て
は
増
歩
後
初
で
秤
量
銀
貨
・
計
数
銀
貨
の
両
方
を
行
っ
た
。
大
坂
三
井
組
の
秤
量
銀
貨
は
、
安
政
三
年
一
月
一
七
日
書
状
に
内
訳
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
古
文
丁
銀
拾
貫
目
古
文
銀
九
貫
七
百
目
御
増
歩
已
前
引
替
候
分
、
此
御
増
銀
ウ
舟
エ
シ
（
九
百
七
十
匁
）
一
、
同
小
玉
銀
二
拾
貫
目
同
二
拾
貫
三
百
目
御
増
歩
御
改
已
後
引
替
候
分
、
此
御
増
銀
エ
ウ
舟
エ
シ
エ
ウ
入
（
七
貫
九
百
七
十
七
匁
九
分
）
新
文
小
玉
銀
拾
貫
目
新
文
銀
五
貫
八
百
目
御
増
歩
已
前
引
替
候
分
、
此
御
増
銀
サ
シ
チ
（
五
十
八
匁
）
同
四
貫
二
百
目
御
増
歩
御
改
已
後
引
替
候
分
、
此
御
増
銀
セ
舟
チ
シ
ウ
チ
入
（
二
百
八
十
九
匁
八
分
）
銀
四
拾
貫
目
御
増
銀
ウ
セ
舟
ウ
シ
サ
エ
（
九
貫
二
百
九
十
五
匁
七
分
）
入
（
）
こ
の
報
告
で
は
、
元
文
銀
は
増
歩
前
後
で
は
九
貫
七
目
か
ら
二
貫
三
目
へ
と
二
倍
強
引
き
替
え
が
増
加
し
た
。
文
政
銀
は
増
歩
前
後
で
は
、
引
替
期
間
の
長
短
の
問
題
も
あ
る
が
、
五
貫
八
目
か
ら
四
貫
二
目
へ
と
減
少
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
増
歩
で
は
持
主
へ
引
替
誘
因
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
は
元
文
銀
は
そ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
が
、
文
政
銀
は
そ
の
効
果
が
ほ
ぼ
無
い
と
判
断
で
き
よ
う
。
し
か
も
、
増
歩
額
が
細
か
く
な
り
御
増
銀
計
算
が
場
合
に
よ
り
複
雑
化
す
る
問
題
も
出
た
。
他
方
、
大
坂
三
井
組
の
計
数
銀
貨
は
、
先
の
安
政
三
年
一
月
一
七
日
書
状
に
内
訳
が
あ
る
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
初
め
て
差
し
立
て
て
以
降
一
一
回
目
の
差
し
立
て
と
な
る
。
古
二
朱
銀
百
両
古
二
朱
銀
三
拾
五
両
御
増
歩
已
前
引
替
候
分
、
此
御
増
金
マ
（
三
）
両
セ
（
二
）
分
同
六
拾
五
両
御
増
歩
御
改
已
後
引
替
候
分
、
此
御
増
金
ウ
（
九
）
両
マ
（
三
）
分
一
、
新
二
朱
銀
二
百
両
新
二
朱
銀
二
百
両
、
此
御
増
金
セ
（
二
）
両
古
壱
朱
銀
百
両
金
四
百
両
御
増
金
シ
サ
（
十
五
）
両
イ
（
一
）
分
（
）
増
歩
に
な
っ
た
の
は
南
鐐
二
朱
銀
の
み
の
た
め
、
南
鐐
二
朱
銀
は
増
歩
前
後
で
は
三
五
両
か
ら
六
五
両
へ
と
約
一
・
八
倍
引
き
替
え
が
増
加
し
た
。
文
政
南
鐐
二
朱
銀
は
二
両
、
文
政
南
鐐
一
朱
銀
は
一
両
を
引
き
替
え
た
。
大
坂
三
井
組
の
み
の
事
例
で
、
引
替
期
間
の
長
短
の
問
題
も
あ
る
た
め
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
南
鐐
二
朱
銀
は
増
歩
に
よ
り
引
替
高
の
増
加
は
認
め
ら
れ
る
が
、
他
の
二
つ
は
旧
態
依
然
と
言
え
よ
う
。
こ
の
差
し
立
て
直
前
の
一
月
一
二
日
書
状
に
は
、
大
坂
三
手
分
の
引
替
元
一
分
銀
残
高
が
七
七
両
で
、
二
朱
銀
一
朱
銀
を
三
井
組
四
両
・
十
人
組
七
両
・
住
友
家
四
両
を
江
戸
へ
差
し
立
て
る
と
あ
る
。
こ
の
差
し
立
て
で
三
井
組
は
担
当
分
一
万
両
を
皆
済
す
る
た
め
、
次
の
希
望
を
同
書
状
に
載
せ
た
。
一
、
前
文
得
御
意
候
壱
分
銀
方
当
組
丈
ケ
皆
済
相
成
候
、
此
末
引
替
捗
取
方
之
儀
見
留
附
不
申
候
得
共
、
御
元
手
無
御
座
候
之
間
、
壱
・
二
千
両
新
壱
朱
銀
ニ
而
当
組
一
ト
手
江
御
元
下
ケ
者
出
来
不
申
候
哉
、
御
勘
考
可
然
御
掛
り
様
江
御
願
上
被
下
度
存
候
（
）
三
井
組
だ
け
皆
済
す
る
が
、
一
分
銀
方
の
引
き
替
え
の
今
後
の
進
み
具
合
は
不
明
だ
が
、
三
井
組
の
み
の
引
替
元
を
嘉
永
一
朱
銀
で
一
か
二
両
を
渡
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
か
否
か
を
江
戸
で
尋
ね
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
の
後
、
三
井
組
大
坂
名
代
か
ら
江
戸
名
代
へ
の
一
二
月
八
日
書
状
で
も
引
替
元
一
朱
銀
を
改
め
て
望
ん
で
い
る
。
壱
分
銀
方
引
替
御
元
当
組
一
ト
手
へ
壱
・
二
千
両
新
壱
朱
銀
ニ
而
御
下
ケ
渡
御
願
立
之
儀
、
及
通
達
候
得
者
御
承
知
之
御
儀
与
奉
存
候
、
右
者
引
替
人
古
壱
朱
銀
壱
ツ
持
参
致
候
分
、
代
り
銭
ニ
而
相
渡
来
候
間
、
新
壱
朱
銀
御
登
セ
相
成
候
ハ
銭
ニ
而
不
相
渡
、
右
新
壱
朱
銀
ニ
而
相
渡
申
候
ヘ
ハ
都
合
宜
様
奉
存
候
、
可
然
御
勘
考
可
被
下
候
（
）
三
井
組
の
み
で
も
引
替
元
を
嘉
永
一
朱
銀
で
希
望
す
る
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
文
政
南
鐐
一
朱
銀
の
持
主
が
一
枚
だ
け
引
き
替
え
に
持
参
し
て
き
た
場
合
、
代
り
は
銭
で
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
文
政
南
鐐
一
朱
銀
の
引
替
元
は
、
嘉
永
一
朱
銀
に
し
て
貰
い
た
い
と
い
う
考
え
を
強
く
出
し
て
い
る
。
こ
の
要
望
の
背
景
に
は
、
公
定
相
場
で
は
金
一
朱
銭
二
五
文
に
相
当
す
る
た
め
、
銭
獲
得
を
目
的
に
し
た
文
政
南
鐐
一
朱
銀
の
引
替
持
参
も
あ
っ
た
筈
で
、
引
替
所
附
両
替
商
は
手
持
ち
の
銭
の
不
足
を
招
き
か
ね
な
い
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
坂
・
京
都
へ
引
替
元
金
と
し
て
嘉
永
一
朱
銀
は
送
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
坂
・
京
都
へ
は
弘
化
元
二
年
に
引
替
元
一
分
銀
が
合
計
九
万
両
も
送
ら
れ
、
引
き
替
え
が
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
幕
府
と
し
て
も
新
た
な
引
替
元
一
朱
銀
を
追
加
し
て
送
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
幕
府
は
、
文
政
南
鐐
一
朱
銀
の
回
収
強
化
、
引
き
替
え
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
思
惑
を
含
め
て
、
嘉
永
一
朱
銀
を
鋳
造
し
た
筈
だ
っ
た
が
、
大
坂
・
京
都
で
の
引
き
替
え
で
嘉
永
一
朱
銀
は
与
え
ら
れ
た
効
果
を
発
揮
で
き
ず
安
政
開
港
期
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
大
坂
三
井
組
で
は
引
替
元
一
分
銀
に
よ
る
引
き
替
え
は
皆
済
し
て
も
、
追
々
引
替
溜
り
分
が
増
え
、
安
政
五
年
七
月
五
日
書
状
に
は
南
鐐
二
朱
銀
二
二
五
両
・
文
政
南
鐐
二
朱
銀
五
五
両
・
文
政
南
鐐
一
朱
銀
三
七
五
両
の
合
計
一
一
五
両
の
引
替
越
し
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
三
井
組
の
吹
田
・
石
嶋
（
大
坂
）
か
ら
小
林
・
川
島
（
京
都
）
へ
の
書
状
に
は
其
元
引
替
御
元
御
預
り
御
座
候
ハ
右
南
鐐
・
一
朱
共
御
引
取
被
下
間
敷
哉
、
自
然
御
入
用
ニ
無
之
候
ハ
於
当
地
十
人
組
・
住
友
方
へ
相
廻
し
可
申
候
間
、
一
応
乍
序
御
尋
申
上
候
（
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
三
井
組
の
大
坂
両
替
店
は
、
京
都
両
替
店
に
引
替
元
一
分
銀
の
残
り
が
あ
る
な
ら
ば
是
非
引
き
取
っ
て
貰
え
な
い
か
尋
ね
て
お
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
大
坂
で
十
人
組
と
住
友
家
に
廻
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
結
果
、
八
月
六
日
に
京
都
へ
の
常
是
封
銀
三
貫
目
の
送
銀
と
同
時
に
、
こ
の
一
一
五
両
も
船
で
送
っ
て
い
る
。
三
井
組
大
坂
両
替
店
の
皆
済
後
は
、
十
人
組
に
よ
る
差
し
立
て
且
つ
十
人
組
と
安政初年期の改鋳と引き替え
住
友
家
の
み
の
引
き
替
え
と
い
う
事
情
等
で
一
二
回
目
の
差
立
年
月
日
は
三
井
組
の
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
十
人
組
と
住
友
家
は
安
政
三
年
一
一
月
万
延
元
年
九
月
（
一
八
五
六
一
八
六
）
に
二
朱
銀
一
朱
銀
九
両
を
江
戸
へ
差
し
立
て
て
い
る
こ
と
ま
で
類
推
で
き
る
（
表
）。
増
歩
前
後
の
金
貨
引
き
替
え
安
政
期
に
関
し
て
、
大
坂
の
三
手
引
替
と
十
五
軒
組
合
・
京
都
の
両
組
引
替
で
の
金
貨
引
替
高
は
、
表
・
表
に
示
し
た
。
金
貨
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
合
計
一
万
四
両
（
大
坂
・
京
都
十
人
組
と
住
友
家
四
両
？
を
含
）、
同
二
年
は
合
計
一
万
両
、
同
三
年
は
合
計
一
万
五
両
、
同
四
年
は
合
計
七
一
両
、
同
五
年
は
合
計
三
二
両
、
同
六
年
は
合
計
三
両
を
引
き
替
え
た
。
安
政
初
年
は
一
万
両
台
の
引
替
高
を
確
保
し
た
が
、
安
政
四
年
以
降
は
引
替
高
が
落
ち
込
み
、
増
歩
の
効
果
が
一
時
的
だ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
表
れ
て
い
る
。
天
保
五
両
判
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
七
月
の
触
書
に
お
い
て
一
月
限
り
で
通
用
停
止
に
な
っ
た
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
一
一
月
以
前
の
増
歩
が
な
い
等
価
交
換
で
も
引
き
替
え
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
幕
府
は
通
用
停
止
に
し
た
天
保
五
両
判
の
引
き
替
え
の
対
応
を
次
の
よ
う
に
行
な
っ
た
。
大
坂
で
は
嘉
永
七
年
九
月
四
日
に
為
替
両
組
・
住
友
家
・
十
五
軒
組
合
が
天
保
五
両
判
の
引
替
所
附
両
替
商
に
指
定
さ
れ
、
引
替
元
金
は
前
段
ニ
為
御
登
無
御
座
、
是
迄
之
御
元
金
之
内
二
朱
金
を
以
て
引
き
替
え
る
こ
と
と
し
、
且
つ
尤
御
手
当
者
不
被
下
候
と
あ
る
（
）
。
安
政
元
年
一
二
月
一
七
日
の
三
井
組
大
坂
両
替
店
名
代
か
ら
京
都
名
代
へ
の
書
状
に
は
、
大
坂
で
両
組
が
一
二
月
一
六
日
に
東
御
役
所
（
）
に
呼
び
出
さ
れ
、
一
二
月
一
日
江
戸
発
・
同
月
一
六
日
京
都
着
の
京
都
両
組
引
替
元
金
三
両
は
、
そ
の
内
、
天
保
二
朱
金
一
両
を
天
保
五
両
判
の
引
替
元
金
に
す
る
よ
う
指
定
さ
れ
た
。
両
組
は
、
念
の
た
め
引
替
所
附
両
替
商
へ
の
引
替
諸
入
用
の
有
無
を
尋
ね
る
と
、
確
か
な
返
答
で
は
な
い
が
、
文
字
金
で
は
な
い
た
め
無
い
と
さ
れ
た
。
三
井
組
で
は
、
天
保
五
両
判
に
関
し
大
坂
両
替
店
で
も
引
き
替
え
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、
江
戸
両
替
店
へ
尋
ね
た
ら
次
の
よ
う
な
返
答
を
得
た
と
、
京
都
両
替
店
へ
も
そ
れ
を
伝
え
た
。
一
、
前
件
御
答
申
入
候
五
両
判
引
替
之
儀
、
金
座
御
掛
り
様
江
相
伺
候
処
、
右
者
二
朱
金
代
り
を
以
、
無
打
ニ
而
引
替
可
申
様
被
仰
渡
候
間
、
此
段
御
心
得
宜
御
取
斗
可
被
成
候
、
尚
御
沙
汰
之
儀
も
御
座
候
ハ
早
々
可
得
御
意
候
（
）
三
井
組
は
、
金
座
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
天
保
五
両
判
の
引
替
元
金
は
天
保
二
朱
金
で
あ
り
、
打
銀
な
し
で
引
き
替
え
を
行
う
よ
う
に
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
増
歩
直
前
に
、
幕
府
は
引
替
高
増
加
を
期
待
し
て
お
り
、
十
人
組
に
よ
り
安
政
二
年
八
月
一
一
日
江
戸
発
、
八
月
二
七
日
大
坂
着
の
三
手
分
の
引
替
元
金
五
両
（
小
判
七
両
・
二
朱
金
四
三
両
）、
三
井
組
に
よ
り
同
二
年
一
月
二
五
日
江
戸
発
、
一
一
月
一
二
日
大
坂
着
の
大
坂
三
手
・
十
五
軒
組
合
分
の
引
替
元
金
一
万
二
両
（
小
判
四
両
・
二
朱
金
八
両
）
か
ら
も
窺
え
る
（
）
。
こ
の
天
保
二
朱
金
の
額
は
天
保
五
両
判
の
引
き
替
え
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
一
月
七
日
の
触
書
で
増
歩
が
実
施
さ
れ
た
。
安
政
三
年
に
入
り
増
歩
後
初
、
古
金
類
を
江
戸
へ
差
し
立
て
た
の
は
、
大
坂
三
手
引
替
が
五
月
七
日
、
京
都
両
組
引
替
が
五
月
一
一
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
前
に
三
手
引
替
は
、
大
坂
町
奉
行
所
よ
り
増
歩
前
後
の
引
替
高
の
報
告
を
求
め
ら
れ
、
次
の
乍
恐
口
上
を
出
し
た
。
乍
恐
口
上
一
、
去
ル
廿
五
日
御
召
出
之
上
古
金
類
引
替
方
之
儀
、
去
卯
十
一
月
御
増
歩
被
仰
出
候
後
出
進
如
何
ニ
有
之
候
哉
御
尋
被
遊
奉
畏
候
、
右
者
御
増
歩
後
少
々
出
進
候
様
奉
存
候
得
共
格
別
之
金
高
者
無
御
座
、
尤
大
坂
表
ニ
者
最
早
持
合
候
者
無
御
座
候
哉
、
此
頃
聊
宛
持
参
仕
候
分
大
体
他
所
持
参
仕
候
義
ニ
御
座
候
、
則
当
時
御
元
新
金
奉
預
り
御
座
候
分
左
之
通
一
、
新
金
五
千
両
去
卯
八
月
廿
七
日
大
坂
着
仕
候
分
一
、
新
金
六
千
両
去
卯
十
一
月
十
二
日
大
坂
着
仕
候
分
新
金
壱
万
千
両
内
、
新
金
四
千
四
百
両
三
井
組
へ
奉
請
取
候
分
同
四
千
四
百
両
十
人
組
へ
奉
請
取
候
分
同
二
千
二
百
両
住
友
吉
次
郎
へ
奉
請
取
候
分
一
、
右
新
金
壱
万
千
両
之
内
、
昨
日
迄
古
金
ニ
引
替
相
済
候
之
分
左
之
通
一
、
古
金
類
三
千
百
二
拾
壱
両
三
分
内
、
古
金
類
千
三
百
五
拾
七
両
三
井
組
分
但
、
此
内
三
百
五
拾
両
者
去
卯
十
一
月
迄
御
増
歩
以
前
引
替
高
千
七
両
去
卯
十
一
月
御
増
歩
以
後
引
替
高
古
金
類
千
三
百
四
拾
九
両
壱
分
十
人
組
分
但
、
此
内
百
六
拾
両
二
分
御
増
歩
前
引
替
高
千
百
八
拾
八
両
三
分
御
増
歩
後
引
替
高
古
金
類
四
百
拾
五
両
二
歩
住
友
吉
次
郎
分
但
、
此
内
三
十
六
両
右
同
断
三
百
七
拾
九
両
二
分
右
同
断
右
之
通
御
座
候
、
則
溜
り
合
候
内
古
金
三
千
両
丈
ケ
近
日
江
戸
表
へ
差
下
申
度
奉
存
候
、
猶
此
上
引
替
方
捗
取
候
様
相
心
得
罷
在
候
得
共
御
尋
ニ
付
乍
恐
此
段
奉
申
上
候
、
以
上
安
政
三
辰
年
四
月
晦
日
住
友
吉
次
郎
名
代
高
尾
伝
蔵
十
人
組
名
代
浅
田
新
次
郎
三
井
組
名
代
石
井
与
三
次
郎
御
奉
行
様
（
）
四
月
三
日
の
こ
の
報
告
で
は
、
前
年
一
一
月
の
増
歩
で
少
し
は
旧
金
貨
持
主
へ
の
増
歩
が
上
昇
し
引
替
高
は
増
加
し
た
が
、
格
別
増
加
し
た
訳
で
は
な
い
。
安
政
二
年
に
三
手
引
替
は
引
替
元
金
一
万
一
両
を
受
取
る
。
そ
し
て
、
引
替
高
三
一
二
一
両
三
分
の
内
訳
は
、
増
歩
以
前
が
五
四
六
両
二
分
、
増
歩
以
後
が
二
五
七
五
両
一
分
で
あ
る
。
確
か
に
増
歩
前
後
で
は
約
五
倍
弱
増
加
し
、
旧
金
貨
持
主
へ
増
歩
と
い
う
引
替
誘
因
を
与
え
た
一
定
効
果
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
増
内安政初年期の改鋳と引き替え
歩
上
昇
の
水
準
と
し
て
は
低
く
、
引
替
額
の
規
模
も
小
さ
く
、
幕
府
が
期
待
す
る
格
別
之
金
高
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
、
こ
れ
ら
古
金
類
は
大
坂
内
部
か
ら
出
て
お
ら
ず
、
他
所
か
ら
の
持
参
が
多
い
と
も
報
告
し
て
い
る
。
五
月
七
日
に
大
坂
十
人
組
が
三
手
分
古
金
類
三
両
を
江
戸
へ
差
し
立
て
た
が
、
同
日
書
状
に
三
井
組
の
一
三
両
の
内
訳
が
示
さ
れ
て
い
る
。
真
文
小
判
四
拾
九
両
御
増
歩
已
前
引
替
候
分
同
二
百
五
拾
壱
両
御
増
歩
已
後
引
替
候
分
真
文
二
分
判
・
草
文
金
三
百
壱
両
御
増
歩
已
前
引
替
候
分
真
文
二
分
判
・
草
文
金
・
五
両
判
六
百
九
拾
九
両
御
増
歩
已
後
引
替
候
分
（
）
元
文
小
判
は
増
歩
前
後
で
は
四
九
両
か
ら
二
五
一
両
へ
と
五
倍
強
引
き
替
え
が
増
加
、
文
政
真
文
二
分
判
・
文
政
金
・
天
保
五
両
判
で
は
増
歩
前
後
で
は
三
一
両
か
ら
六
九
九
両
へ
と
二
倍
強
引
き
替
え
が
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
額
で
は
、
引
替
規
模
は
小
さ
く
、
増
歩
の
効
果
も
大
き
い
と
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
も
、
秤
量
銀
貨
の
場
合
と
同
様
に
、
増
歩
額
が
細
か
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
御
増
金
計
算
が
場
合
に
よ
っ
て
は
複
雑
化
し
、
こ
こ
で
は
御
増
金
八
拾
九
両
二
分
・
永
六
拾
五
文
此
銀
三
匁
九
分
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
安
政
三
年
六
月
に
天
保
五
両
判
の
引
替
用
と
い
う
べ
き
安
政
二
分
判
が
鋳
造
さ
れ
た
が
、
引
替
元
金
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
登
場
し
た
。
大
坂
で
は
十
人
組
に
よ
り
安
政
五
年
二
月
六
日
江
戸
発
、
二
月
二
日
大
坂
着
の
三
手
分
の
引
替
元
金
六
両
（
小
判
一
両
・
二
分
判
五
両
）
で
、
十
五
軒
組
合
分
は
無
い
。
京
都
で
は
十
人
組
に
よ
り
安
政
四
年
九
月
七
日
江
戸
発
、
九
月
二
一
日
京
都
着
の
両
組
分
の
引
替
元
金
三
両
（
小
判
七
両
・
一
分
判
三
両
・
二
分
判
二
両
）
だ
っ
た
（
）
。
こ
の
割
合
か
ら
、
安
政
二
分
判
が
天
保
五
両
判
の
引
替
元
金
と
し
て
も
充
て
ら
れ
た
の
は
明
白
だ
が
、
安
政
二
分
判
の
引
替
元
金
は
大
坂
・
京
都
で
は
こ
の
各
一
回
き
り
で
安
政
開
港
期
に
至
る
。
他
方
、
江
戸
で
の
引
き
替
え
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
安
政
三
年
一
二
月
一
六
日
同
四
年
一
二
月
一
五
日
に
文
金
を
、
三
井
組
・
十
人
組
・
三
谷
三
九
郎
・
竹
原
屋
文
右
衛
門
・
泉
屋
吉
次
郎
・
中
井
新
右
衛
門
・
井
筒
屋
善
次
郎
・
石
川
屋
庄
次
郎
・
村
田
七
右
衛
門
・
小
川
屋
・
美
濃
屋
で
五
万
五
二
七
一
両
二
分
を
、
安
政
四
年
三
月
以
降
に
河
内
屋
・
伊
勢
屋
が
五
二
両
を
引
き
替
え
た
（
）
。
開
港
直
前
段
階
で
幕
府
は
、
安
政
二
分
判
を
引
替
元
金
に
し
て
天
保
金
の
引
き
替
え
を
行
な
っ
て
い
る
。
播
磨
屋
改
五
拾
八
番
日
記
の
最
後
に
あ
る
当
未
年
金
銀
引
替
相
場
高
下
控
附
洋
銀
共
中
に
は
、
天
保
金
に
関
し
此
一
（
朱
字
）
件
仲
間
ニ
不
抱
事
と
あ
り
、
続
け
て
当
未
年
二
月
御
金
改
御
役
所
よ
り
御
呼
出
之
上
、
当
時
通
用
之
保
字
小
判
・
壱
分
判
追
々
取
集
・
上
納
可
致
旨
、
尤
御
内
沙
汰
御
用
ニ
付
仲
間
ニ
不
抱
、
手
前
一
手
へ
被
仰
付
候
間
、
成
丈
不
目
立
様
精
々
可
納
様
、
年
寄
役
上
月
小
藤
次
殿
被
申
聞
候
、
依
之
追
々
買
付
相
納
候
（
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
安
政
六
年
二
月
に
播
磨
屋
は
金
座
に
呼
び
出
さ
れ
天
保
金
を
集
め
上
納
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
江
戸
本
両
替
仲
間
に
も
関
係
な
く
播
磨
屋
が
目
立
つ
こ
と
な
く
引
き
替
え
を
行
な
う
よ
う
申
し
聞
か
さ
れ
た
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
播
磨
屋
は
天
保
金
四
万
三
両
を
引
き
替
え
た
が
、
ま
だ
天
保
金
に
対
し
公
式
の
増
歩
は
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
天
保
金
を
取
り
集
め
る
際
に
必
要
な
打
金
が
表
れ
て
お
り
当
時
江
戸
で
の
天
保
金
価
格
が
知
れ
る
。
そ
の
傾
向
は
天
保
金
一
両
に
つ
き
、
三
月
か
ら
は
三
四
両
で
、
四
月
以
降
は
四
両
以
上
で
の
取
引
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
代
り
金
は
安
中
と
も
称
さ
れ
る
安
政
二
分
判
で
渡
さ
れ
た
。
そ
の
安
政
二
分
判
の
具
体
的
評
価
を
す
る
研
究
は
少
な
い
が
、
そ
の
後
の
貨
幣
政
策
へ
の
意
義
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
幕
末
維
新
期
に
は
本
位
金
貨
の
小
判
は
姿
を
消
し
、
実
態
は
万
延
二
分
判
本
位
制
と
な
り
、
そ
の
二
枚
で
一
両
が
両
円
対
等
で
金
貨
一
円
が
誕
生
し
た
（
）
。
安
政
の
改
鋳
に
向
け
幕
府
内
部
で
外
国
奉
行
と
勘
定
奉
行
が
貨
幣
改
鋳
案
を
出
し
た
際
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
一
月
に
老
中
へ
出
さ
れ
た
勘
定
奉
行
・
勘
定
吟
味
役
案
が
、
新
規
の
小
判
は
量
目
三
匁
で
安
政
二
分
判
の
金
品
位
に
し
て
、
新
規
の
二
朱
金
も
そ
れ
に
合
わ
せ
る
案
だ
っ
た
（
）
。
こ
の
案
は
外
国
奉
行
の
反
対
で
実
現
し
な
い
が
、
補
助
金
貨
安
政
二
分
判
二
枚
で
の
小
判
化
（
本
位
貨
幣
化
）
で
あ
り
、
安
政
二
分
判
が
こ
の
後
の
二
分
判
に
よ
る
本
位
金
貨
化
の
源
流
と
も
言
え
、
二
分
判
本
位
制
へ
の
動
き
が
既
に
幕
府
内
部
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
勘
定
奉
行
案
は
、
良
鋳
で
金
銀
比
価
の
国
際
調
整
を
主
眼
に
し
た
外
国
奉
行
案
の
陰
に
隠
れ
る
が
、
貨
幣
・
財
政
の
実
態
側
面
か
ら
す
れ
ば
先
見
性
が
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
安
政
二
分
判
は
開
港
以
前
鋳
造
の
財
政
貨
幣
だ
が
、
一
円
金
貨
へ
の
進
化
の
源
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
お
わ
り
に
幕
府
の
新
旧
金
銀
貨
の
引
替
方
針
は
、
大
坂
・
京
都
で
は
引
替
元
金
・
銀
・
一
分
銀
の
引
替
完
済
ま
で
は
、
途
中
で
幕
府
は
よ
り
多
く
の
出
目
を
も
た
ら
す
新
金
銀
貨
を
新
鋳
し
て
も
、
追
加
又
は
中
断
さ
せ
て
ま
で
新
た
に
引
替
元
を
送
ら
な
い
原
則
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
幕
府
は
財
政
貨
幣
の
色
を
よ
り
強
く
し
た
安
政
二
分
判
・
嘉
永
一
朱
銀
を
新
鋳
し
て
も
、
引
き
替
え
で
そ
れ
を
行
使
で
き
て
い
な
い
と
い
う
貨
幣
と
財
政
の
運
用
効
率
の
悪
さ
を
目
立
た
せ
た
。
そ
し
て
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
は
次
の
二
点
に
な
る
。
幕
府
は
、
天
保
五
両
判
か
ら
具
体
的
に
貨
幣
改
鋳
益
金
を
得
る
た
め
の
引
替
元
用
に
、
安
政
二
分
判
を
新
鋳
し
た
が
、
そ
れ
を
引
替
元
金
と
し
て
大
坂
・
京
都
へ
送
っ
た
の
は
各
一
回
き
り
だ
っ
た
。
他
方
で
、
安
政
開
港
期
ま
で
引
替
元
一
分
銀
の
引
き
替
え
を
貫
徹
し
た
が
、
そ
の
内
に
は
通
用
停
止
の
文
政
南
鐐
一
朱
銀
の
引
替
需
要
も
内
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
三
朱
ま
で
の
引
き
替
え
に
は
一
分
銀
一
枚
で
対
応
で
き
ず
銭
で
対
応
し
て
い
た
。
幕
府
は
出
目
を
目
的
に
嘉
永
一
朱
銀
を
登
場
さ
せ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
文
政
南
鐐
一
朱
銀
の
引
替
対
応
用
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
幕
府
は
、
弘
化
元
二
年
に
大
坂
・
京
都
へ
送
っ
た
引
替
元
一
分
銀
が
全
体
と
し
て
皆
済
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
大
坂
三
井
組
か
ら
要
求
が
あ
っ
て
も
引
替
元
一
朱
銀
を
送
ら
な
か
っ
た
。
弘
化
・
嘉
永
期
は
引
替
高
が
減
少
し
て
い
っ
た
時
期
だ
が
、
幕
府
の
通
用
停
止
の
常
套
文
句
が
も
は
や
通
用
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
幕
府
は
、
安
政
二
年
に
古
金
銀
持
主
へ
の
増
歩
に
踏
み
切
っ
た
が
、
そ
の
増
歩
前
後
に
は
幕
府
は
嘉
永
一
朱
銀
（
）
と
安
政
二
分
判
（
）
を
鋳
造
し
、
増
歩
以
前
と
比
べ
て
ほ
ぼ
同
水
準
以
上
の
金
銀
量
を
確
保
で
き
る
よ
う
計
算
は
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
増
歩
の
水
準
は
依
然
低
く
、
増
歩
の
引
替
誘
因
の
効
果
は
ほ
ん
の
一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
幕
府
は
、
増
歩
が
引
替
誘
因
と
し
て
の
効
果
を
出
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
安
政
開
港
の
衝
撃
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
安政初年期の改鋳と引き替え
注（
）
日
本
銀
行
編
図
録
日
本
の
貨
幣
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
三
年
、
一
九
四
二
九
頁
。
（
）
本
庄
栄
治
郎
校
訂
大
日
本
貨
幣
史
（
六
巻
）
朝
陽
社
、
一
九
二
五
年
、
四
二
五
四
二
六
頁
。
（
）
前
掲
図
録
日
本
の
貨
幣
二
二
頁
・
二
四
九
頁
。
（
）
田
谷
博
吉
近
世
銀
座
の
研
究
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
、
四
四
三
四
四
四
頁
。
（
）
小
葉
田
淳
日
本
の
貨
幣
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
、
二
頁
。
（
）
作
道
洋
太
郎
近
世
日
本
貨
幣
史
至
文
堂
、
一
九
五
八
年
、
一
三
一
頁
。
（
）
飯
島
千
秋
江
戸
幕
府
財
政
の
研
究
吉
川
弘
文
館
、
二
四
年
、
一
一
三
頁
・
一
四
一
頁
。
（
）
作
道
洋
太
郎
近
世
封
建
社
会
の
貨
幣
金
融
構
造
塙
書
房
、
一
九
七
一
年
、
二
二
頁
・
二
四
四
頁
。
（
）
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
四
三
二
頁
。
（
）
同
前
、
四
三
六
頁
。
（
）
石
井
良
助
・
高
柳
真
三
編
御
触
書
天
保
集
成
（
下
）
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
、
六
一
三
頁
。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
三
八
頁
。
（
）
前
掲
図
録
日
本
の
貨
幣
一
六
一
一
六
二
頁
。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
三
四
三
一
頁
。
（
）
同
前
、
四
四
六
頁
。
（
）
同
前
、
四
五
一
頁
。
（
）
勝
部
真
長
・
松
本
三
之
介
・
大
口
勇
次
郎
編
勝
海
舟
全
集
吹
塵
録
勁
草
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
九
九
二
二
五
頁
。
（
）
江
戸
書
状
控
（
弘
化
二
年
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
五
﹈）。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
五
一
頁
。
（
）
江
戸
書
状
控
（
天
保
一
四
年
弘
化
二
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
三
﹈）。
（
）
古
金
引
替
見
合
方
ニ
付
伺
書
草
稿
（
天
保
一
五
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
続
四
一
二
﹈）
は
二
種
類
作
成
さ
れ
て
お
り
、
内
容
が
詳
細
な
方
を
示
し
た
。
金
銀
引
替
御
用
留
四
番
（
天
保
一
四
年
万
延
元
年
）﹇
住
友
史
料
館
所
蔵
二
三
一
三
﹈）。
（
）
古
金
銀
引
替
一
件
ニ
付
窺
書
（
天
保
一
五
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
続
九
二
三
﹈）
金
銀
引
替
御
用
留
四
番
（
天
保
一
四
年
万
延
元
年
）﹇
住
友
史
料
館
所
蔵
二
三
一
三
﹈）。
（
）
（
）
江
戸
書
状
控
（
天
保
一
四
年
弘
化
二
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
三
﹈）。
（
）
水
野
忠
一
、
若
狭
守
、
大
坂
町
奉
行
所
屋
鋪
は
天
保
一
三
年
八
月
弘
化
四
年
九
月
。
前
職
は
堺
奉
行
、
後
職
は
新
番
頭
（
柳
営
補
任
）。
（
）
江
戸
書
状
控
（
天
保
一
四
年
弘
化
二
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
三
﹈）。
（
）
吹
直
金
銀
引
替
一
件
之
元
帳
（
八
番
）
（
天
保
一
三
年
文
久
元
年
﹇
大
阪
大
学
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
蔵
鴻
池
善
右
衛
門
家
旧
蔵
文
書
﹈）。
（
）
常
是
御
用
留
便
覧
（
二
編
）
（
四
八
冊
天
保
御
吹
直
﹇
大
阪
大
学
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
蔵
田
谷
先
生
寄
贈
貨
幣
史
関
係
写
真
﹈）。
（
）
（
）
江
戸
書
状
控
（
天
保
一
四
年
弘
化
二
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
三
﹈）。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
五
二
頁
。
（
）
江
戸
書
状
控
（
天
保
一
四
年
弘
化
二
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
三
﹈）。
（
）
吹
直
金
銀
引
替
一
件
之
元
帳
（
八
番
）
（
天
保
一
三
年
文
久
元
年
﹇
大
阪
大
学
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
蔵
鴻
池
善
右
衛
門
家
旧
蔵
文
書
﹈）。
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
天
保
一
四
年
弘
化
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
一
﹈）。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
五
四
頁
。
（
）
（
）
吹
直
金
銀
引
替
一
件
之
元
帳
（
八
番
）
（
天
保
一
三
年
文
久
元
年
﹇
大
阪
大
学
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
蔵
鴻
池
善
右
衛
門
家
旧
蔵
文
書
﹈）。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
五
五
四
七
九
頁
。
（
）
江
戸
書
状
控
（
弘
化
二
年
弘
化
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
五
﹈）。
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
天
保
一
四
年
弘
化
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
二
﹈）。
（
）
表
に
も
示
し
た
が
引
替
元
一
分
銀
は
十
人
組
担
当
の
た
め
未
詳
も
多
い
。
（
）
（
）
江
戸
書
状
控
（
天
保
一
四
年
弘
化
二
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
三
﹈）。
（
）
（
）
江
戸
書
状
控
（
弘
化
二
年
弘
化
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
五
﹈）。
（
）
常
是
御
用
留
便
覧
（
二
編
）
（
四
八
冊
天
保
御
吹
直
﹇
大
阪
大
学
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
蔵
田
谷
先
生
寄
贈
貨
幣
史
関
係
写
真
﹈）。
（
）
江
戸
書
状
控
（
嘉
永
二
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
二
七
﹈）。
（
）
吹
直
金
銀
引
替
一
件
之
元
帳
（
八
番
）
（
天
保
一
三
年
文
久
元
年
﹇
大
阪
大
学
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
蔵
鴻
池
善
右
衛
門
家
旧
蔵
文
書
﹈）。
（
）
（
）
江
戸
書
状
控
（
嘉
永
四
五
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
一
﹈）。
（
）
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
弘
化
四
年
嘉
永
三
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
一
八
﹈）。
（
）
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
一
八
二
二
頁
。
（
）
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
一
八
二
二
頁
・
八
二
五
頁
。
関
連
に
安
政
三
丙
辰
年
正
月
別
記
書
抜
七
一
一
月
一
八
日
条
に
金
の
大
分
銅
三
つ
が
安
政
二
分
判
の
素
材
と
し
て
金
座
へ
渡
さ
れ
た
（
藤
井
典
子
幕
末
期
の
貨
幣
供
給
万
延
二
分
金
・
銭
貨
を
中
心
に
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
、
、
一
七
頁
。
石
巻
市
教
育
委
員
会
鋳
銭
場
関
係
資
料
金
局
公
用
誌
二
の
下
一
九
八
四
年
。）。
（
）
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
一
八
二
二
八
二
四
頁
。
（
）
同
前
、
八
二
五
頁
。
（
）
留
帳
森
本
（
嘉
永
三
年
文
久
三
年
﹇
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
所
蔵
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
近
江
屋
一
一
一
七
﹈）。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
六
五
頁
。
（
）
前
掲
図
録
日
本
の
貨
幣
一
九
九
二
頁
。
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
嘉
永
三
年
安
政
元
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
二
九
﹈。
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
安
政
元
年
三
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
七
﹈）。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
六
五
四
六
六
頁
。
（
）
同
前
、
四
六
六
頁
。
（
）
同
前
、
四
六
九
四
七
頁
。
（
）
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
安
政
元
年
三
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
七
﹈）。
同
前
。
（
）
前
掲
幕
末
御
触
書
集
成
（
四
巻
）
四
六
八
頁
。
銭
屋
（
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
史
料
叢
書
第
八
巻
、
同
博
物
館
編
集
）
二
一
三
年
、
二
五
二
七
頁
。
（
）
（
）
江
戸
書
状
控
（
嘉
永
六
七
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
五
﹈）。
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
嘉
永
三
年
安
政
元
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
二
九
﹈）。
（
）
江
戸
書
状
控
（
嘉
永
六
七
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
五
﹈）。
十
五
軒
組
合
分
大
坂
着
は
日
記
録
（
安
政
元
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
本
九
四
﹈）。
（
）
（
）
江
戸
書
状
控
（
安
政
二
年
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
九
﹈）。
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
安
政
元
年
安
政
三
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
七
﹈）。
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
安
政
四
年
安
政
六
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
四
五
﹈）。
（
）
留
帳
森
本
（
嘉
永
三
年
文
久
三
年
﹇
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
所
蔵
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
近
江
屋
一
一
一
七
﹈）。
（
）
佐
々
木
顕
発
、
信
濃
守
、
大
坂
町
奉
行
所
東
屋
鋪
は
嘉
永
五
年
一
月
安
政
安政初年期の改鋳と引き替え
四
年
二
月
。
前
職
は
奈
良
奉
行
、
後
職
は
小
普
請
奉
行
（
柳
営
補
任
）。
（
）
京
江
戸
別
通
之
控
（
安
政
元
年
三
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
七
﹈）。
（
）
江
戸
書
状
控
（
安
政
二
年
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
九
﹈）。
（
）
古
金
類
引
替
方
上
申
書
（
安
政
三
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
続
二
七
八
九
一
﹈）。
金
銀
引
替
御
用
留
四
番
（
天
保
一
四
年
万
延
元
年
）﹇
住
友
史
料
館
所
蔵
二
三
一
三
﹈）。
（
）
江
戸
書
状
控
（
安
政
二
年
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
三
九
﹈）。
（
）
大
坂
は
江
戸
書
状
控
（
安
政
四
年
六
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
四
三
﹈）。
京
都
は
京
都
書
状
控
（
安
政
四
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
三
四
四
﹈）、
新
古
小
判
一
分
判
出
入
帳
（
天
保
一
三
年
文
久
三
年
﹇
三
井
文
庫
所
蔵
別
一
七
八
﹈）。
（
）
定
式
書
付
留
（
安
政
三
年
慶
応
三
年
﹇
大
阪
大
学
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
蔵
田
谷
先
生
寄
贈
貨
幣
史
関
係
写
真
幕
末
金
座
後
藤
亀
市
文
書
二
﹈）。
（
）
改
五
拾
八
番
日
記
（
安
政
六
年
﹇
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
播
磨
屋
中
井
両
替
店
記
録
二
六
四
八
﹈）。
（
）
三
上
隆
三
円
の
誕
生
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
九
年
。
山
本
有
造
両
か
ら
円
へ
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
四
年
。
小
林
延
人
幕
末
維
新
期
の
貨
幣
経
済
東
京
大
学
出
版
会
、
二
一
五
年
。
（
）
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
一
八
二
九
八
三
頁
。
（
）
計
数
銀
貨
で
は
、
一
両
で
の
銀
量
、
増
歩
額
に
含
む
銀
量
で
天
保
一
分
銀
・
嘉
永
一
朱
銀
と
す
る
。
表
の
南
鐐
二
朱
銀
で
、
で
は
一
貫
一
一
二
匁
余
の
銀
が
得
ら
れ
る
。
表
の
南
鐐
二
朱
銀
で
、
で
は
一
貫
六
六
匁
余
、
で
は
一
貫
二
四
匁
余
の
銀
が
得
ら
れ
る
。
（
）
金
貨
で
は
、
一
両
で
の
金
量
、
増
歩
額
に
含
む
金
量
で
天
保
二
朱
金
・
安
政
二
分
判
と
す
る
。
表
の
元
文
金
文
政
草
文
二
分
判
で
、
で
は
六
五
匁
余
一
一
三
匁
余
の
金
が
得
ら
れ
る
。
表
の
元
文
金
天
保
五
両
判
で
、
で
は
四
二
匁
余
一
三
匁
余
、
で
は
八
七
匁
余
一
五
五
匁
余
の
金
が
得
ら
れ
る
。
表 弘化元年段階での金貨増歩と引替元に含む金量
貨幣名称 貨幣別称 分析金位 両の量目 両での金量
弘化元年（ ）段階での増歩
記 事
増歩額 増歩額に含む金量（天保小判） 増歩額に含む金量（天保二朱金）
％ 匁． 匁． 両 匁． 匁．
慶長金
元禄金
宝永金 乾字金 増歩対象外
正徳金 武蔵判
享保金
元文金 ） 真文字金、古文字金
文政金 ） 草文字金、新文字金
文政真文二分判
文政草文二分判
文政一朱金 増歩対象外
天保小判 保字小判 引替元
天保一分判 保字一分判 引替元
天保二朱金 古二朱金 引替元
）金位は元文小判で示した。なお、元文一分判の金品位は ％である。
）金位は文政小判で示した。なお、文政一分判の金品位は ％である。
注） 引替人 には 両につき 分が慶長金 文政草文二分判で与えられたが、文政一朱金は対象外とされた。
出典 石井良助・高柳真三編 御触書天保集成 （下）岩波書店、 年、 頁。石井良助・服藤弘司編 幕末御触書集成 （四巻）岩波書店、 年、 頁・
頁・ 頁・ 頁。作道洋太郎 近世日本貨幣史 弘文堂、 年、 頁（［参考文献］三井高維 新稿両替年代記関鍵（巻一 資料篇） 頁。滝本誠一
日本貨幣史 金幣通覧表。）。注）は 願書并諸書面控 （天保 年 九州文化史研究所 千原家文書 ［大阪大学経済史経営史資料室所蔵 田谷先生寄贈貨幣史関係
写真］）所収の天保 年 月 日付 差上申御受証文之事 にある 持主并引替人共江被下候御手当書付 持主并引替人共江被下候御手当、先達而申達候内書付 より。
表 弘化元年段階での銀貨増歩と引替元に含む銀量
注 ） 引替人 には 貫目につき 匁が元文銀・文政銀で与えられた。
注 ） 引替人 には 両につき 匁が南鐐二朱銀・文政南鐐二朱銀で与えられ、文政南鐐一朱銀でも 両以上で 引替所迄五里以上隔候者、壱里ニ付銀壱匁宛之割
引替人江被下候諸入用者引替金高ニ寄追而御沙汰可有之積 とある。これは変更され、 引替人 には 両につき 匁が南鐐二朱銀・文政南鐐二朱銀で与えられ、
文政南鐐一朱銀でも 両につき 持主へ者御手当者先達而申達候通銀三匁 引替人へ とある。
出典 表 と同じ。
貨幣名称 貨幣別称 規定銀位 分析銀位 貫目での銀量
弘化元年（ ）段階での増歩
記 事
増歩額 増歩額に含む銀量（天保銀）
％ ％ 貫，匁 貫 匁 貫 匁．
元文銀 真文字銀、古文字銀
文政銀 草文字銀、新文字銀
天保銀 保字銀 引替元
貨幣名称 貨幣別称 分析銀位 両の量目 両での銀量
弘化元年（ ）段階での増歩
記 事
増歩額 増歩額に含む銀量（天保一分銀）
％ 匁． 貫，匁． 両 貫 匁．
南鐐二朱銀 古二朱銀
文政南鐐二朱銀 新二朱銀
文政南鐐一朱銀 古一朱銀 増歩対象外
天保一分銀 古一分銀 引替元
安政初年期の改鋳と引き替え
表
元
替
引
の
へ
都
京
・
坂
大
金
化
弘
）
政
安
日
月
年
着
到
先
当
担
替
引
分
済
替
引
額
・
名
組
び
及
・
日
月
年
と
数
回
立
差
の
天
手
三
坂大
金元替引
額
保
月
正
年
・
坂
着
井
三
日
両
保
天
年
月
金
古
・
日
両
年
元
化
弘
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
弘
合
組
軒
五
十
・
手
三
両
化
年
月
坂
着
井
三
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
化
弘
手
三
両
年
月
坂
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
弘
合
組
軒
五
十
・
手
三
両
化
年
月
坂
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
化
弘
手
三
両
年
月
坂
着
井
三
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
両
年
元
永
嘉
月
金
古
・
日
両
年
元
永
嘉
月
金
古
・
日
弘
合
組
軒
五
十
・
手
三
両
化
月
正
年
坂
着
人
十
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
分
残
友
住
、
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
組
両
分
残
友
住
、
両
年
月
坂
着
井
三
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
坂
発
人
十
、
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
手
三
坂
発
人
十
、
両
年
月
坂
着
人
十
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
手
三
両
年
月
坂
着
井
三
日
両
永
嘉
月
正
年
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
手
三
両
年
月
坂
着
人
十
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
？
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
手
三
？
両
年
月
坂
着
井
三
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
政
安
手
三
両
年
月
坂
着
人
十
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
安
合
組
軒
五
十
・
手
三
両
政
年
月
坂
着
井
三
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
政
安
手
三
両
年
月
坂
着
人
十
日
両
年
元
久
文
月
天
合
組
軒
五
十
納
上
返
日
保
年
月
・
坂
着
人
十
日
両
保
天
月
正
年
金
古
・
日
保
天
合
組
軒
五
十
両
年
月
・
坂
着
井
三
日
両
保
天
年
月
金
古
・
日
保
天
合
組
軒
五
十
両
年
月
・
坂
着
人
十
日
両
年
元
化
弘
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
弘
手
三
・
合
組
軒
五
十
両
化
年
月
坂
着
井
三
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
弘
手
三
・
合
組
軒
五
十
両
化
年
月
坂
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
弘
手
三
・
合
組
軒
五
十
両
化
月
正
年
坂
着
人
十
日
両
年
元
永
嘉
月
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
化
弘
合
組
軒
五
十
両
年
月
坂
着
井
三
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
合
組
軒
五
十
両
年
月
坂
着
人
十
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
合
組
軒
五
十
両
年
月
坂
着
井
三
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
安
手
三
・
合
組
軒
五
十
両
政
年
月
坂
着
井
三
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
両
年
元
延
万
月
金
朱
二
保
天
・
日
保
天
組
両
都京
納
上
返
両
月
正
年
京
着
井
三
日
両
保
天
年
月
金
古
・
日
両
年
元
化
弘
月
金
古
・
日
化
弘
組
両
両
月
正
年
京
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
化
弘
組
両
両
年
月
京
着
井
三
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
化
弘
組
両
み
の
人
十
、
両
年
月
京
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
化
弘
組
両
両
年
月
京
着
井
三
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
化
弘
組
両
両
年
月
京
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
化
弘
組
両
両
年
月
京
着
井
三
日
両
化
弘
年
月
金
古
・
日
年
元
永
嘉
組
両
両
月
京
着
人
十
日
両
年
元
永
嘉
月
金
古
・
日
年
元
永
嘉
組
両
両
月
京
着
井
三
日
両
年
元
永
嘉
月
金
古
・
日
年
元
永
嘉
組
両
両
月
京
着
人
十
日
両
永
嘉
月
正
年
金
古
・
日
永
嘉
組
両
両
年
月
京
着
井
三
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
組
両
両
年
月
京
着
人
十
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
組
両
両
年
月
京
着
井
三
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
組
両
両
年
月
京
着
人
十
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
組
両
両
年
月
京
着
井
三
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
組
両
両
年
月
京
着
人
十
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
組
両
両
年
月
京
着
井
三
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
永
嘉
組
両
両
年
月
京
着
人
十
・
日
両
永
嘉
年
月
金
古
・
日
年
元
政
安
組
両
？
両
月
京
着
井
三
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
政
安
組
両
両
年
月
京
着
人
十
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
政
安
組
両
両
年
月
京
着
井
三
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
政
安
組
両
両
年
月
京
着
人
十
日
両
政
安
年
月
金
古
・
日
両
永
嘉
の
手
三
）
注
年
月
年
同
と
日
月
は
付
日
の
日
覚
替
引
銀
金
保
天
年
政
安
年
続
蔵
所
庫
文
井
三
出
。
た
し
認
確
り
よ
）］
典
控
状
書
戸
江
保
天
年
年
元
久
文
別
蔵
所
庫
文
井
三
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
、）］
控
状
書
都
京
年
元
化
弘
永
嘉
永
嘉
、
年
年
政
安
、
年
・
年
・
年
元
久
文
、
年
元
延
万
、
年
年
別
蔵
所
庫
文
井
三
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
別
・
、）］
録
記
日
年
元
政
安
政
安
・
年
年
本
蔵
所
庫
文
井
三
本
・
本
・
。
成
作
り
よ
）］
日
月
年
着
到
先
当
担
替
引
分
済
替
引
額
・
名
組
び
及
・
日
月
年
と
数
回
立
差
の
金
用
御
坂大
銀元替引
額
り
よ
内
之
納
保
天
井
三
年
月
銀
保
・
取
請
日
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
り
よ
所
行
奉
町
地
当
目
貫
図
差
御
方
分
配
保
天
手
三
年
月
銀
保
・
坂
着
人
十
日
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
目
貫
年
元
化
弘
月
銀
文
・
日
化
弘
手
三
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
化
弘
手
一
井
三
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
化
弘
手
三
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
人
十
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
化
弘
手
三
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
目
貫
年
元
永
嘉
月
銀
文
・
日
年
元
永
嘉
手
三
目
貫
月
銀
保
・
坂
着
人
十
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
永
嘉
手
三
目
貫
月
正
年
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
永
嘉
月
正
年
銀
文
・
日
永
嘉
手
三
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
人
十
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
政
安
年
月
銀
文
・
日
り
よ
内
之
納
金
用
御
目
貫
保
天
合
組
軒
五
十
年
月
銀
保
・
取
請
日
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
之
納
金
用
御
発
井
三
目
貫
り
よ
内
化
弘
合
組
軒
五
十
月
正
年
銀
保
・
取
請
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
合
組
軒
五
十
発
井
三
目
貫
化
弘
年
月
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
化
弘
合
組
軒
五
十
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
人
十
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
化
弘
合
組
軒
五
十
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
化
弘
合
組
軒
五
十
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
人
十
日
目
貫
年
元
永
嘉
月
銀
文
・
日
目
貫
年
元
永
嘉
月
銀
文
・
日
永
嘉
合
組
軒
五
十
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
永
嘉
合
組
軒
五
十
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
人
十
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
永
嘉
合
組
軒
五
十
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
永
嘉
合
組
軒
五
十
目
貫
年
月
銀
保
・
坂
着
人
十
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
政
安
年
月
銀
文
・
日
政
安
合
組
軒
五
十
目
貫
月
正
年
銀
保
・
坂
着
井
三
日
目
貫
政
安
年
月
銀
文
・
日
目
貫
年
元
延
万
月
銀
保
文
・
日
天
組
両
都京
納
上
返
目
貫
保
年
月
銀
保
・
京
着
井
三
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
化
弘
組
両
目
貫
年
月
銀
保
・
京
着
人
十
日
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
化
弘
組
両
目
貫
年
月
銀
保
・
京
着
井
三
日
目
貫
年
元
永
嘉
月
銀
文
・
日
永
嘉
組
両
目
貫
年
月
銀
保
・
京
着
人
十
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
政
安
年
月
銀
文
・
日
政
安
組
両
目
貫
年
月
銀
保
・
京
着
井
三
日
目
貫
政
安
年
月
銀
文
・
日
目
貫
年
元
延
万
月
銀
保
文
・
日
分一元替引
納
上
返
目
貫
よ
内
之
納
金
用
御
坂大
銀
り
保
天
井
三
年
月
銀
分
一
・
取
請
日
両
保
天
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
配
り
よ
所
行
奉
町
地
当
両
図
差
御
方
分
保
天
手
三
月
正
年
銀
分
一
・
坂
着
人
十
日
両
保
天
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
年
元
化
弘
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
配
り
よ
所
行
奉
町
地
当
両
図
差
御
方
分
年
元
化
弘
手
三
月
銀
分
一
・
坂
着
井
三
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
化
弘
手
三
両
年
月
銀
分
一
・
坂
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
永
嘉
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
永
嘉
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
政
安
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
済
皆
井
三
、
両
一
銀
朱
二
・
詳
未
日
月
年
銀
朱
両
）
り
よ
内
之
納
金
用
御
保
天
合
組
軒
五
十
年
月
銀
分
一
・
取
請
日
両
保
天
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
発
人
十
両
保
天
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
発
井
三
両
保
天
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
所
行
奉
町
地
当
発
井
三
両
図
差
御
方
分
配
り
よ
年
元
化
弘
合
組
軒
五
十
月
銀
分
一
・
坂
着
井
三
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
化
弘
合
組
軒
五
十
両
年
月
銀
分
一
・
坂
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
年
元
永
嘉
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
政
安
年
月
明
不
額
金
・
？
日
）
年
元
久
文
月
額
金
、
？
納
上
返
・
？
日
明
不
）
保
天
組
両
都京
年
月
銀
分
一
・
京
着
井
三
日
両
保
天
月
正
年
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
保
天
月
正
年
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
保
天
組
両
両
年
月
銀
分
一
・
京
着
人
十
日
両
保
天
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
保
天
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
保
天
組
両
両
年
月
銀
分
一
・
京
着
井
三
日
両
年
元
化
弘
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
年
元
化
弘
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
年
元
化
弘
組
両
両
月
銀
分
一
・
京
着
人
十
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
化
弘
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
永
嘉
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
永
嘉
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
政
安
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
政
安
年
月
銀
朱
一
銀
朱
二
・
日
両
年
元
久
文
月
・
日
納
上
返
両
表
元
替
引
の
へ
都
京
・
坂
大
銀
分
一
・
銀
化
弘
表
）
政
安
く
続
へ
側
右
政
安
）
年
月
日
上
口
恐
乍
月
同
は
家
友
住
は
に
に
日
た
め
納
を
両
番
四
留
用
御
替
引
銀
金
保
天
年
年
元
延
万
蔵
所
館
料
史
友
住
。）］
）
月
屋
掛
用
御
替
引
類
金
古
番
書
取
請
之
延
万
カ
応
慶
蔵
所
館
料
資
究
研
学
文
国
書
文
家
田
長
屋
嶋
加
未
、
は
に
）］
月
ら
か
門
衛
右
平
屋
米
に
日
朱
二
皆
へ
衛
兵
作
屋
嶋
加
で
銀
の
取
受
両
覚
。
る
れ
さ
認
確
が
取
請
納
上
銀
金
古
済
替
引
通
之
保
天
年
久
文
年
博
史
業
商
学
大
業
商
阪
大
授
教
三
慶
古
佐
蔵
所
館
物
書
文
集
収
屋
江
近
は
に
）］
月
古
も
助
之
猶
屋
江
近
に
日
銀
朱
二
銀
朱
二
、
両
銀
朱
一
、
両
計
合
の
両
。
る
い
て
め
納
を
両
）
月
屋
掛
用
御
替
引
類
金
古
番
書
取
請
之
延
万
カ
応
慶
蔵
所
館
料
資
究
研
学
文
国
書
文
家
田
長
屋
嶋
加
ら
か
組
人
十
、
は
に
）］
朱
二
古
へ
衛
兵
作
屋
嶋
加
銀
銀
朱
二
新
、
両
年
元
久
文
の
取
受
両
月
付
日
覚
典
出
。
る
あ
が
表
。
じ
同
と
安政初年期の改鋳と引き替え
表
き
続
側
左
と
数
回
立
差
の
分
済
替
引
大
銀元替引
額
・
日
月
年
坂
年
元
永
嘉
月
銀
文
・
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
年
元
延
万
月
銀
保
文
・
日
納
上
返
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
保
天
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
発
人
十
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
化
弘
年
月
銀
文
・
日
発
井
三
目
貫
年
元
永
嘉
月
銀
文
・
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
目
貫
永
嘉
年
月
銀
文
・
日
都京
目
貫
化
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・
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両
表 弘化期三井組の金貨引き替え
表 弘化期十人組の金貨引き替え
金貨名称 弘化元年 弘化 年 弘化 年 弘化 年
金額 増歩 手金 金額 増歩 手金 金額 増歩 手金 金 額 増歩
両 分 両 分 両 分 両 両 両 両 両 分 両 両 両 分
大
坂
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
一朱金
慶長金・享保金
元禄金
乾字金
京
都
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
一朱金
古金類（内訳不明）
合計
注）増歩と手金は各引替所附両替商が立て替えた額になる。
出典 表 と同じ。三井組に関して、大坂は 金銀引替覚 （天保 年 安政 年［三井文庫所蔵 続 ］、京都は 新古小判一分判出入帳 （天保 年 文久 年
［三井文庫所蔵 別 ］）からも作成。
金貨名称 弘化元年 弘化 年 弘化 年 弘化 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 手金 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両 両
大
坂
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
一朱金
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？
京
都
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？ ？ ？
古金類（内訳不明） ？
合計
出典 表 と同じ。
安政初年期の改鋳と引き替え
表 弘化期住友家（大坂）の金貨引き替え
表 弘化期十五軒組合（大坂）の金貨引き替え
金貨名称 弘化元年 弘化 年 弘化 年 弘化 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
一朱金
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？
合計
出典 表 と同じ。
金貨名称 弘化元年 弘化 年 弘化 年 弘化 年
金額 増歩 手金 金額 増歩 金額 増歩 手金 金額 増歩
両 両 分 両 両 両 両 分 両 分 両 分 両 両 分
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
一朱金
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？ ？ ？
慶長金・享保金
元禄金
乾字金
古金類（内訳不明） ？
合計
注）弘化 年の 古金類（内訳不明） 両は近江屋半左衛門より。近江屋半左衛門（近半）と近江屋猶之助（近猶）は父子の関係である。
出典 表 と同じ。十五軒組合に関して 吹直金銀御下ケ請取帳（二・三番）（三井文庫所蔵 本 ・本 ）、 両御掛屋引替済古金銀上納請取通 （文政 年 嘉永元
年［国文学研究資料館所蔵 加嶋屋長田家文書 ］）、 引替済古金銀上納請取之通 （天保 年 文久 年［大阪商業大学商業史博物館所蔵 佐古慶三教授
収集文書 近江屋 ］）からも作成した。
表 弘化期三井組の銀貨引き替え
表 弘化期十人組の銀貨引き替え
銀貨名称 弘化元年 弘化 年 弘化 年 弘化 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫，目 貫，目 貫，目 貫，目 貫，目 貫，目 貫，目 貫，目
大
坂
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
京
都
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両 分
大
坂
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
京
都
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
合 計
出典 表 と同じ。三井組に関して、大坂は 金銀引替覚 （天保 年 安政 年［三井文庫所蔵 続 ］、京都は 新古丁銀小玉銀出入帳 （文政 文久 ［三井
文庫所蔵 別 ］）、 新古二朱判出入帳并天保九戌年 壱分銀共 （文政 年 文久元年［三井文庫所蔵 別 ］）からも作成。
銀貨名称 弘化元年 弘化 年 弘化 年 弘化 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目
大
坂
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
文銀（内訳不明） ？ ？ ？
京都 文銀（内訳不明） ？ ？
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 分 両 両 両 両
大
坂
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？
京都 二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？ ？
合 計
出典 表 と同じ。
安政初年期の改鋳と引き替え
表 弘化期住友家（大坂）の銀貨引き替え
表 弘化期十五軒組合（大坂）の銀貨引き替え
銀貨名称 弘化元年 弘化 年 弘化 年 弘化 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫，目 目 貫，目 目 貫，目 目 貫，目 目
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
文銀（内訳不明） ？ ？ ？
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 分 両 両 両 両
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？
合 計
出典 表 と同じ。
出典 表 、表 と同じ。
銀貨名称 弘化元年 弘化 年 弘化 年 弘化 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫，目 貫，目 貫，目 貫，目 貫，目 目 貫，目 貫，目
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
文銀（内訳不明） ？ ？ ？
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 分 両 両 両 両
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？
合 計
表 嘉永期三井組の金貨引き替え
表 嘉永期十人組の金貨引き替え
金貨名称 嘉永元年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年
金額 増歩 手金 金額 増歩 手金 金額 増歩 金額 増歩 手金 金額 増歩 手金 金額 増歩 手金
両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 分 両 両 両 分 両 両 両 分 両
大
坂
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
一朱金
慶長金・享保金
元禄金
乾字金
京
都
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
一朱金
古金類（内訳不明） ？ ？ ？ ？
合計
出典 表 と同じ。
金貨名称 嘉永元年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 手金 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両
大
坂
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？ ？
古金類（内訳不明） ？ ？
京
都
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？ ？ ？ ？ ？
古金類（内訳不明） ？ ？
合計
出典 表 と同じ。
安政初年期の改鋳と引き替え
表 嘉永期住友家（大坂）の金貨引き替え
表 嘉永期十五軒組合（大坂）の金貨引き替え
金貨名称 嘉永元年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両
文政真文二分判
文政小判
文政草文二分判
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？ ？ ？
合計
出典 表 と同じ。
金貨名称 嘉永元年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 手金 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両 両 分 両 両
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
一朱金
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？ ？ ？ ？
古金類（内訳不明） ？
合計
注 ）嘉永 年の 古金類（内訳不明） 両は近江屋半左衛門より。
注 ）嘉永 年は引き替えなし。
出典 表 、表 と同じ。
表 嘉永期三井組の銀貨引き替え
表 嘉永期十人組の銀貨引き替え
銀貨名称 嘉永元年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫，目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目
大
坂
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
京
都
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 分 両 両 分 両 両 分 両 両 分 両 両 両 両
大
坂
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
京
都
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
二朱銀壱朱銀（内訳不明）
合 計
出典 表 と同じ。
銀貨名称 嘉永元年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 目 目
大坂
文政丁銀
文銀（内訳不明） ？ ？ ？ ？
京都 文銀（内訳不明） ？ ？
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両
大坂 二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？ ？ ？
京都 二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？
合 計
出典 表 と同じ。
安政初年期の改鋳と引き替え
表 嘉永期住友家（大坂）の銀貨引き替え
銀貨名称 嘉永元年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目
文政丁銀
文政小玉銀
文銀（内訳不明） ？ ？ ？ ？
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両
二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？ ？ ？
合 計
出典 表 と同じ。
表 嘉永期十五軒組合（大坂）の銀貨引き替え
銀貨名称 嘉永元年 嘉永 年 嘉永 年 嘉永 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
文銀（内訳不明） ？ ？ ？
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐壱朱銀
二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？
合計
注）嘉永 ・ 年は引き替えなし。
出典 表 、表 と同じ。
表 安政 年の金貨増歩と引替元に含む金量
表 安政 年の銀貨増歩と引替元に含む銀量
貨幣名称 貨幣別称 分析金位 両の
量目
両で
の金量
安政 年の増歩 記事
増歩額 増歩額に含む金量（天保小判）
増歩額に含む金量
（天保二朱金）
増歩額に含む金量
（安政二分判）
％ 匁． 匁． 両 分 匁． 匁． 匁．
慶長金 両加算
元禄金 両加算
宝永金 乾字金 両加算
正徳金 武蔵判 両加算
享保金 両加算
元文金 ） 真文字金、古文字金 両加算
文政金 ） 草文字金、新文字金 両 分加算
文政真文二分判 両 分加算
文政草文二分判 両 分加算
天保五両判 ） 新規増歩
文政一朱金 増歩対象外
天保小判 保字小判 引替元
天保一分判 保字一分判 引替元
天保二朱金 古二朱金 引替元
安政二分判 引替元
）金位は元文小判で示した。なお、元文一分判の金品位は ％である。
）金位は文政小判で示した。なお、文政一分判の金品位は ％である。
） 両の量目 は 枚の量目で示した。嘉永 年 月 安政 年 月（ ）は増歩対象外のため、文政一朱金の 増歩額に含む金量 の箇所を参照のこと。
注） 両での金量 に関して、文政真文二分判から天保五両判を引くと 匁となる。
出典 石井良助・服藤弘司編 幕末触書集成 （四巻）岩波書店、 年、 頁。作道洋太郎 近世日本貨幣史 弘文堂、 年、 頁（［参考文献］三井高維 新
稿両替年代記関鍵（巻一 資料篇） 頁。滝本誠一 日本貨幣史 金幣通覧表。）。
貨幣名称 貨幣別称 規定銀位 分析銀位 貫目で
の銀量
安政 年（ ）の増歩 記事
増歩額 増歩額に含む銀量（天保銀）
％ ％ 貫，匁 貫，匁 貫 匁．
元文銀 真文字銀、古文字銀 貫 匁加算
文政銀 草文字銀、新文字銀 匁加算
天保銀 保字銀 引替元
貨幣名称 貨幣別称 分析銀位 両の
量目
両で
の銀量
安政 年（ ）の増歩 記事
増歩額 増歩額に含む銀量（天保一分銀）
増歩額に含む銀量
（嘉永一朱銀）
％ 匁． 貫，匁． 両 貫，匁． 匁．
南鐐二朱銀 古二朱銀 両加算
文政南鐐二朱銀 新二朱銀 増歩変更なし
文政南鐐一朱銀 古一朱銀 増歩対象外
天保一分銀 古一分銀 引替元
嘉永一朱銀 新一朱銀 引替元
出典 表 と同じ。
安政初年期の改鋳と引き替え
表 安政期三井組の銀貨引き替え
銀貨名称 安政元年 安政 年 安政 年 安政 年 安政 年 安政 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫 目 貫 目 貫 目 目 貫 目 貫 目 貫 目 目 貫 目 貫 目 貫，目 目
大
坂
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
京
都
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 分 両 両 分 両 両 分 両 両
大
坂
南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
京
都
南鐐二朱銀 （ ）
文政南鐐二朱銀
文政南鐐一朱銀
合 計
（ ） 増歩前後の引替高不明のため、算出不可。
出典 表 と同じ。
表 安政期十人組の銀貨引き替え
銀貨名称 安政元年 安政 年 安政 年 安政 年 安政 年 安政 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫 目 貫 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目 貫 目 目
大坂
文政丁銀
文銀（内訳不明） ？ ？
京都 文銀（内訳不明） ？
合 計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両
大坂 二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？
京都 二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？ ？ ？
合 計
出典 表 と同じ。
表 安政期住友家（大坂）の銀貨引き替え
銀貨名称 安政元年 安政 年 安政 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫，目 目 貫，目 目 貫，目 目
文政丁銀
文銀（内訳不明） ？
合計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両
二朱銀壱朱銀（内訳不明） ？ ？ ？
合計
注）安政 年は引き替えなし。
出典 表 と同じ。
表 安政期十五軒組合（大坂）の銀貨引き替え
安政元年 安政 年 安政 年
銀額 増歩 銀額 増歩 銀額 増歩
貫 目 貫， 目 貫 目 貫 目 貫 目 貫 目
元文丁銀
元文小玉銀
文政丁銀
文政小玉銀
文銀（内訳不明） ？ ？ ？
合計
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 分 両 両 両 両 分
分南鐐二朱銀
文政南鐐二朱銀
文政南鐐壱朱銀
二朱銀壱朱銀（内訳不明）
合計
注）安政 年は引き替えなし。
出典 表 、表 と同じ。
安政初年期の改鋳と引き替え
表 安政期三井組の金貨引き替え
金貨名称 安政元年 安政 年 安政 年 安政 年 安政 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 手金 金額 増歩 手金 金額 増歩 手金
両 両 両 両 分 両 両 両 両 分 朱 両 両 両 分 両
大
坂
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
天保五両判
一朱金
元文金（内訳不明）
文政金（内訳不明）
慶長金
銀 匁
元禄金
宝永乾字金
享保金
京
都
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
天保五両判
一朱金
古金類（内訳不明） ？
合計（金） （ ）
合計（銀） 匁
（ ） 安政 年の増歩前後が混じる。大坂は金 両 分・銀 匁（ 月 日）、金 両 分（ 月 日）、金 両 分（ 月 日）、金 両 分・銀 匁（ 月
日分）。大坂のみ合計額を求めると金 両 分・銀 匁になる。京都は増歩前後の引替内訳が不明のため算出困難である。
注）安政 年は引き替えなし。
出典 表 と同じ。
表 安政期十人組の金貨引き替え
金貨名称 安政元年 安政 年 安政 年 安政 年 安政 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 手金
両 両 両 両 両 両 分 両 両 分 朱 両 両 両
大
坂
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
天保五両判
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？ ？ ？
京
都
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？
真草文金一朱金五両判（内訳不明） ？ ？ ？ ？
合計 ？
出典 表 と同じ。
表 安政弘化期住友家（大坂）の金貨引き替え
金貨名称 安政元年 安政 年 安政 年 安政 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩
両 両 両 両 両 両 分 両 両
文政真文二分判
文政草文二分判
天保五両判
真草文金一朱金（内訳不明） ？ ？ ？
合計 ？
注）安政 ・ 年は引き替えなし。
出典 表 と同じ。
安政初年期の改鋳と引き替え
表 安政期十五軒組合（大坂）の金貨引き替え
金貨名称 安政元年 安政 年 安政 年（ ） 安政 年
金額 増歩 金額 増歩 金額 増歩 手金 金額 増歩
両 両 分 両 両 両 分 両 分 両 分 両 両
元文小判
元文一分判
文政真文二分判
文政小判
文政一分判
文政草文二分判
天保五両判
一朱金
真草文金一朱金（内訳不明）
真草文金一朱金五両判（内訳不明）
慶長金・正徳金（武蔵判）
享保金
元禄金
乾字金
古金類（内訳不明）
合計 （ ）
（ ） 安政 年 月 日分の古金類について交付額（増歩・引替諸入用）は金 両・銀 （永銭 文）（ 覚 安政 巳年 月 日）であることが、 引替御手
当被下金銀十五軒請取書 （天保 年 慶応元年［三井文庫所蔵 続 ］）中にある。
（ ） 安政 年 月 日分は金 両 分・銀 匁（ 覚 文久 年亥年 月）であることが、 引替御手当被下金銀十五軒請取書 （天保 年 慶応元年［三井文庫
所蔵 続 ］）中にある。しかし、 御増歩前後御手当并諸入用 の部分もあるため、各貨幣での増歩額は不明である。
注）安政 ・ 年は引き替えなし。
出典 表 、表 と同じ。
表 播磨屋中井両替店での天保金引替（安政 年）
日付 天保金 打金 打金 引替元金 備考
安政 年 両 両 分 両 分
月 日 天保金 両につき打金 両 分
月 日 天保金 両につき打金 両 分
月 日 天保金 両につき打金 両
月 日 天保金 両につき打金 両 分
月 日 天保金 両につき打金 両 分
月 日 天保金 両につき打金 両 分
月 日 天保金 両につき打金 両 分
月 日 天保金 両につき打金 両 分
月 日 天保金 両につき打金 両
（合計） （平均）金 両 分 朱・銀 匁
注 ）引替元金は安政二分判。
注 ）播磨屋は安政の改鋳後の安政 年 月 月には、天保金 万 両を引き替えた。
出典 改五拾八番日記 （安政 年［国文学研究資料館所蔵 播磨屋中井両替店記録 ］）より作成。

